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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 一般質問

ＪＲ根室線の早期災害復旧と路線維持を求める意見書の提出
３ 意見書案第５号

について

４ 委員会の閉会中の継続調査について

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

────────────────────────────────────

◎諸般の報告

────────────────────────────────────

○副議長（本田 学君） これから、諸般の報告を行います。

議会関係諸般の報告については、諸般報告つづりのとおりでありますので御了承願いま

す。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○副議長（本田 学君） これより、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○副議長（本田 学君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、７番谷議員、１番中村議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 一般質問

────────────────────────────────────

○副議長（本田 学君） 日程第２ 昨日に引き続き、一般質問を行います。

通告順に発言を許します。

１番中村議員。

○１番（中村佳代子君） それでは、一般質問を始めさせていただきます。

きょうはまず一つ目に、連続テレビ小説「なつぞら」の放送に当たり、本町の観光ＰＲ

についてお聞きしたいと思います。

来年４月より放送されますＮＨＫの連続テレビ小説ですが、十勝を舞台に、戦争で孤児

となった女の子が、お父さんの戦友に引き取られ、たくましく育っていき、やがて漫画家

を目指して上京するというような内容になっています。撮影の準備段階で、舞台となる農

家を探していたところ、本町で農業を営んでいるお宅を借りることになり、夏には最初の

ロケも無事に終わったと聞いております。この「なつぞら」、ＮＨＫも１００回目の連続

テレビ小説ということで力が入っていまして、本町も開町１００年という記念すべき年

で、何か強い縁を感じるところであります。著名な俳優さんも多く出演しているので、放

送前から前評判も高く、皆さんが楽しみにしています。

ＮＨＫの連続テレビ小説は、全国のたくさんの人が見ているので、放送されたときの撮

影場所の経済効果はとても大きいそうです。十勝全体が舞台という設定ですので、オール

十勝で応援推進協議会を設立して応援体制を整えていますが、撮影場所の陸別としては、
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行政としてどのような考えがあるか、お聞きしたいと思います。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 皆さん御存じのとおり「なつぞら」のロケ、これは陸別を含む十

勝管内で、ことし６月から行われ、今後も冬と来年の春にも予定をされているやに聞いて

おります。陸別でのロケは、風景だけではなくて主人公、そして主人公を引き取った家族

が営む酪農家の家の前、そして牛を扱う牛舎内の作業風景が中心となっていると、そのよ

うに思われます。

残念ながら、その場面を見ても、陸別で撮ったということはわかりづらいものとなると

思うのですが、ただ、毎朝のオープニングの画面、これがどうなるのか、これが大きな影

響があるのではないかなと思うのですが、クレジットには間違いなく撮影地、例えば陸別

町だとか、ＪＡ陸別町の文字が入ってくるのではないのかなと、そのように考えていると

ころであります。

実際のロケ地は、現役で飼養している畜産農家さんのために、第三者が自由に見学する

ということにはなりません。家畜伝染病の問題もありまして、農村地区に第三者がそのま

ま入ってくることは、私は望ましくないと、そのように考えております。ドラマの影響に

よりまして、多くの方に来ていただきたいという気持ちの一方、また、町内の酪農、畜産

農家の皆さんに迷惑がかからないような方法を考えていかなければならないと、そのよう

に考えております。

ロケセットは、農家さんの都合によりまして、今の撮影地にそのまま残しておくことは

できなく、残すとすればどこかに移設しなければなりません。サイロについては単独で設

置しているものでありますが、ほかのセットは既存の建物に増設するような形でつくって

いる状況であります。町内に移設する場合には、場所、また方法、経費の関係等について

検討していかなければならないと、そのように考えております。

○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） 今、サイロの話が出ましたけれども、サイロは陸別町で譲り受

けるということになっているのでしょうか、お伺いします。（「もう一度お願いします」

と発言する者あり）はい。サイロを移設するという話がありましたけれども、サイロは陸

別町のほうで譲り受けるということになっているのでしょうか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） サイロも張りぼて、木でつくっているのですが、希望は帯広、そ

して新得とか、もし陸別で使わないのであれば譲ってくれないかという話が来ているとい

うことは聞いていますが、陸別町にあるものですから、ＮＨＫとしては陸別の希望をまず

１番に聞いていただけるのかなと、そのように思っているところです。

○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） では、そのようなお話でしたら、どこに持っていくかというの

も大きな問題になると思うのですけれども、サイロを山に持っていくのか、町に置くの
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か、町に置けば、テレビに出てくるドラマのイメージのような牧歌的な風景の写真が撮れ

て喜ばれるかもしれませんけれども、やっぱり町を外れると町の中を通過されてしまうと

いうデメリットも出てきますので、できたら駅の周辺に置いて、木柵とかで囲ったり、看

板をつけるなりして、今の時代は写真が撮れるスポットがとても重要になってきますの

で、そういう場所をつくってはいかがかと思います。それに加えて、道の駅を核とした観

光客の集客なども望んでいけると思うのですけれども、その辺の場所についてはまだ構想

はありませんか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 先ほども申し上げたのですが、町内に移設する場合には、場所、

方法、経費等の絡みもありますので、まだ、どういうふうにするというふうに決めている

ことはありません。今の時点では。

○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） サイロのことは、これから考えていくとして、この機会は本当

にまたとない、陸別をＰＲするチャンスだと思っております。全国から注目が集まるこの

ときに、もっと行政がリーダーシップをとって、町のＰＲを強化していってほしいと思う

のですけれども、今の「なつぞら」と既存の観光地とを組み合わせた町のＰＲの仕方も考

えていってほしいと思います。いろいろなロゴを使うなりして、観光パンフレットをつく

り直すとか、また今の観光地のりくべつ鉄道や関寛斎資料館、天文台、物産館とかもあり

ますけれども、その辺も「なつぞら」に絡めてＰＲしていったらいいと思うのですけれど

も、一つずつ私が考えた例を挙げてみると、りくべつ鉄道は列車がメインですので、ラッ

ピング列車とかもできると思います。商工会のほうから、そういう話も聞いたこともあり

ますけれども、岐阜の、前々回のＮＨＫのドラマですね、「半分青い」、そのときは放送

開始の４月１日にラッピング列車を走らせているそうです。

これは何カ月も前から準備してきたと思うのですけれども、あとはりくべつ鉄道の記念

切符、ロゴ入りの記念切符の発行や、天文台でしたら、観光に来る人は昼間だと思うので

すけれども、陸別の天文台は昼の星や惑星も見られるということで、とても人気になって

います。そういうのも見たことがない人もいると思うので、ぜひそういう神秘的な昼の星

や惑星が見られることをアピールして、観光パンフレットに入れて皆さんに周知してもら

うこととか、あと、関寛斎資料館ですけれども、前から看板がない、看板を取りつけてほ

しいという話も出ていました。町の中には、関寛斎資料館の場所を示す看板が特にないと

思いますので、その辺もつけたりとか、あと関寛斎がどんな人か知らない方も多いと思い

ますので、入り口の前に人物の紹介看板があれば、幕末の偉人なのだと思って入ってくる

人もふえると思います。物産館では、ロゴ入り商品なども販売できると思いますので、そ

ういうことを含めてもっと役場が、商品を持っている販売元へ声かけをしていってはどう

かと思うのですけれども、その辺の全体的な観光についてはどうお考えですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。
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○町長（野尻秀隆君） この「なつぞら」に関しましては、十勝全体でも盛り上げていか

なければならないと、そういう状況になっていますが、当町においても議員がおっしゃる

ように１番入り込みのある道の駅を中心にして、観光につなげていく必要があるのではな

いのかなと、そのように考えております。

放送開始後、春の撮影に影響のない状況で、例えば道の駅にそれを知らしめる垂れ幕を

設置するとか、あと道の駅内にパネル展示をするなど、そういう方法も考えられるのかな

と思います。また、十勝全体でものぼりを今、作製するようなことを検討しているようで

すし、管内の全市町村に、そののぼりは配付される予定となっております。

ただ、ＮＨＫの番組ですので、ロゴを使うとか何とかと、事前に説明会等もあるのです

が、なかなか面倒なこともあるのですが、そこら辺もいろいろクリアしていかなければな

らないなと。そして議員おっしゃるように、私も商工会では既に何かしら、そこら辺のＰ

Ｒをやっていくというようなお話、具体的なことはまだ聞いていないのですが、そこら辺

検討しているようであります。

また、先ほどもお話ししましたロケセットを移設する際の場所、方法等につきまして

は、観光協会なども含めて関係機関でじっくりと検討していく必要があるのではないのか

なと。じっくりとと言っても余り時間はないので、そこら辺は考えながら検討していきた

いなと、御意見を聞いて検討していきたいと思っています。

ただ、道の駅周辺には、あそこが人が集まるのですが、なかなかスペースの問題として

どうなのかなと、ちょっとスペースがないような感じがするのですが、そこら辺も検討し

ていかなければならない。いずれにしましてもいろいろな御意見をいただきながら、この

件に関しては進めていきたいなと思います。

私も商人上がりですので、こういうまたとないチャンスはやはり陸別のＰＲ、もちろん

議員もおっしゃったように観光、今まで既存のスポットや何かもありますし、そこら辺を

つなげて観光ＰＲや地元の各産業のＰＲ、地場産品の販売増につなげていくような、何か

そこら辺の方法も、考えていく必要があるのかなと。そして、そこら辺がまた、ふるさと

納税の返礼品にでもつながっていけばいいのかなと、そんなようなのも一つの方法でない

のかなと、そんなことを考えています。

今、町と郵便局のほうで、「なつぞら」の記念切手を、これ向けに発行するように検討

しているところであります。

○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） 町長も今、積極的に動いてくださるとおっしゃいましたので、

安心しましたけれども、陸別はロケを行った町として他町より強みがありますので、１０

０年に１度あるかないかのチャンスですから、ぜひこれを機にもっと町のＰＲに力を入れ

ていただきたいと思います。

それと、管内でも出演者のトークショーなどを行っていたり、あと、学校に俳優が訪問

されたりとかもされているのですけれども、その辺も、もっと町で推していけば来てくれ
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るものなのか、どういうものなのかわからないですけれども、そういう機会も設けられた

らとても町の人も喜ぶと思います。

４月から放送されるわけですけれども、４月を待って動き出すのでは遅いと思うのです

けれども、さっきのぼりの話も出ましたが、陸別町独自ののぼりをつくってもいいと思う

のですよね。しばれフェスティバルとかに間に合うように、「なつぞら、ようこそ陸別町

へ」みたいな感じで、そういうのぼりもつくってもいいという話も聞きましたし、ロゴ入

り商品については、１２月から販売を開始してもよいということになっているそうですの

で、４月を待たずに、早くからの町のＰＲも必要だと思っております。のぼりも、もしつ

くるのでしたら、少しでも長く飾っていただきたいと思いますので、しばれフェスティバ

ルなどは全国からたくさんの人が訪れるチャンスですので、そこにのぼりなどを飾るなり

して、早くから積極的に動く必要もあると思います。その辺のスピーディーさについては

どうお考えですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） アイデアウーマンの中村議員ですから、貴重な意見として承って

おきたいと思います。

○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） そのついでにもう少し話させていただくと、放送開始は４月か

らですけれども、４月は大型連休がありまして、放送直後でたくさんの人が訪れるかと思

います。さっきの話ですと、サイロは、まだそのときには間に合わないような話でしたの

で、駅でパネル展などを行うなり、何か対策を考える必要もあると思うのですけれども、

その辺はどうお考えですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 余りその時間もないのですが、確かにないのですが、考えられる

可能なことは実施していきたいというふうには思っていますが、いろいろな絡みがありま

すので、そこら辺も探りながら検討してまいりたいと、そのように思っております。

○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） いろいろなこのことについてはお金もかかることもあると思う

のですけれども、来年度の予算とかまでいっていたら、出おくれてしまいますし、ぜひ今

の町長の任期中に、どんどん推し進めていってほしいと思っています。

私も商工会に所属していますけれども、よくみんなの話で、ぜひこういう機会があるな

ら協力したいという話も出ますので、その辺は行政が積極的に今後も動いていってほしい

と思っております。

また、９月で放送が終わって、その後も今、道の駅に黄色いハンカチのパネルなども展

示していますけれども、放送後も、なつぞらがここで行われたという、ロケ地だったこと

を、訪ねてきた人たちにＰＲするためにも、何かその辺も飾るなり、展示するなりして残

していってほしいと思っています。ぜひスピーディーな対策をして、本当に何回も言うよ
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うですけれども、またとないこんなチャンスをみすみす逃すわけにいきませんので、私た

ちも何かできることは協力していきたいと思いますので、ぜひ頑張っていただきたいと思

います。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 議員がおっしゃるように、本当にこれは願ってもできることでは

ないので、そうやって昭和の、戦後の日本の農業風景をきちっと残していただいたり、陸

別町の農業者の皆様にも感謝することもありますし、そういうものを後にも伝えていかな

ければ、もちろんなりませんし、そこら辺も含めて、ぜひ地元の声を盛り上げていただき

たいなと、そのように思っております。

○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） それでは、次の質問に入らせていただきます。

次は、小中一貫教育について、教育長にお伺いいたします。

小中一貫教育導入については、３月の教育執行方針で示され、６月には同僚議員も一般

質問を行っておりますが、４カ月後の３１年４月より、本町もいよいよ小中一貫教育が始

まります。町にとっても大きな教育改革となりますので、もう一度、確認と決意を聞かせ

ていただきたく、保護者の目線も加えて質問させていただきます。

平成２７年度に学校教育法が改正され、２８年度から義務教育学校、小中一貫教育型小

学校・中学校が制度化され、本町では小中一貫型を選択し、準備が進められております。

学校教育推進協議会を解散し、小中一貫教育推進委員会を設立して、今までの連携から一

層の教育効果を目指し、一貫教育を行うこととしています。私たち議会も小中学校と教育

委員会との懇談会や、先進地であります沼田町の沼田学園に視察に行かせていただきまし

た。本町は、来年４月からの導入になりますが、ことし、その準備期間としてどのような

取り組みを行ってきたのか、また、今年度のキャリア教育の実績、そして現在の子供たち

の様子などをお聞かせください。

○副議長（本田 学君） 野下教育長。

○教育長（野下純一君） ただいまの質問にありました、ことしの準備期間にどのような

取り組みを行ってきたのかという点から御説明申し上げたいと思います。

まず、今年度の取り組み状況でありますけれども、４月１５日に各校の参観日の全体の

懇談会の場で、小中一貫教育推進事業の説明会ということで、保護者の皆様方に説明して

から今年度はスタートしております。５月１１日には町内回覧により、地域住民の方に周

知を図っているというふうなことで、町内の方々にもこういうことでスタートするよとい

うことをお知らせしております。

今、質問の中にもありました学校教育推進協議会を解散して、小中一貫教育推進委員会

を設立したのは４月２３日であります。その後、小中合同の部会５部会を結成して、その

中の具体的な活動に入っております。合同の研修会というのが行われておりまして、大き

くは６月２０日に合同研修会を開催しております。これは先進地の白糠町の教育委員会の
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中岡指導室長を招いて、小中一貫の実践や利点などについて、小中の教師はもとよりＰＴ

Ａ、それから学校評議員の方にも御案内して、まず研修会を実施しております。それか

ら、９月１８日にも小中合同研修会というところで、陸別町の子供のよさ・課題などにつ

いて話し合っております。

それから、各部会の話ですけれども、大きいところでは９年間を見通した学習プラン、

それから生活プランというふうなものの作成に取り組んでおります。それから、ふるさと

科という新しい科の創設に向けて、今、協議も進めているところであります。

それから、合同視察ということでは、主立った視察としては、まず推進委員会の先進地

視察ということで、先ほど紹介した白糠町の中学校、小学校に、それぞれ６月２５日、７

月２６日に推進委員会メンバーで、それぞれ学校訪問しながら研修を深めてきておりま

す。さらに教育委員なのですけれども、７月１１日、先進地視察ということで占冠村を視

察しております。それから、先ほど質問にもありました１０月３日に、私とうちの主幹が

同行させていただいて、町議会の常任委員会の合同先進地視察に同行しているということ

であります。

なお、具体的なものにつきましては、小学校の６年生の算数授業、それから小学校の外

国語授業に中学校の教諭が参加しての学習支援というふうなことなど、児童となれ親しむ

とこを目的として、中学への不安感をなくすというふうな取り組みも進めております。も

う一つ、これからなのですけれども、今月、１２月１８日に中学校への体験登校というこ

とも実施される予定になっているところであります。

それでは、続きまして、本年度のキャリア教育の実績はということで質問がございまし

た。

キャリア教育につきましては、今月ですけれども、まず１２月７日に土曜授業におい

て、商工青年部、ＪＡ青年部から講師を招いて、酪農の仕事や経営について、また商工青

年部からは技術を身につけるために、無駄な勉強は一つもないなど、経験と事例を挙げて

中学生にそれぞれ講話をいただいているところであります。また、ことしは十勝教育局と

帯広青年会議所が連携して進めている、以前にも一度やっていますけれども、未来創造授

業に中学校が応募して、子供たちの将来の夢や希望を広げる取り組みということで実施を

しております。

さらに、従来の陸別町内だけで行っております職場体験ですけれども、これに加えて自

動車販売、ファーストフード、ペットショップ、ホテル、写真館など、ちょっと町内には

ない職業について、ことしは北見市内での体験を実施しているところです。その結果、将

来、自分に必要なこと、今、不足していること、今、やらなければならないことに気がつ

いて、授業などに臨む姿勢に変化が出てきたというふうなことを言う生徒が出始めており

ます。生徒の視野を広げるという点では、町内にこだわらず興味、関心に対応して、夢を

持たせる上で有効な取り組みであったというふうな学校からの報告も受けておるところで

あります。ほかにも、ことし初めて管内、管外の高校関係者を招いて、進路学習を実施し
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ております。

さらに、来月になりますけれども、２９日と聞いておりますが、中学校を会場に、町Ｐ

連の講演会として、帯広市の長原配送の代表取締役が講師として、夢のかなえ方というふ

うな講演をいただくということで、これには中学生の参加も予定しているということで聞

いております。

それから、現在の子供たちの様子ということでありますが、子供たちは、学校で非常に

楽しく過ごしているというふうにとらえております。学力調査の聞き取り調査の中で、自

分にはよいところがある、それから将来の夢や希望を持っている、それから特に将来役に

立つ人になりたいというところですけれども、今、話したよいところがあって、将来夢や

希望があるというのは、全国平均より、小中ともに高い数値を出しております。それか

ら、役に立つ人間になりたいというところは、小中ともに１００％というふうなアンケー

ト結果になっているということで、「きらりと光る陸別の子供たち」というところに迫っ

てきているのかなというふうな感じでとらえております。

以上、３点の質問についてお答えといたします。

○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） 今、お答えいただきましたように、キャリア教育が子供たちの

意識の高まりに、とても役に立っているということがわかりました。小中学校のキャリア

教育については、今までの町の人たちやいろいろな職種の関係機関に多大なる協力を得

て、たくさんの体験をさせていただいていることと思います。これは本当に自慢できるこ

とだと思いますし、陸別の子は陸別で育てるという理念で行ってきたことと思います。

来年度、一貫教育に移行して、さらにふるさと教育も充実させるということですから、

とても期待しております。

では、一貫教育の目指すところはどこなのか、私の中でもまだまだ漠然としているとこ

ろがありますので、質問していきたいと思います。

まずは、今、話に出ましたキャリア教育についてですが、推進委員会だより第２号に、

陸別の子供たちの現状と課題というところで、みずから考える力が不足、主体性を持った

活動が苦手とありました。大人が手をかけすぎという意見も書いてありました。これを克

服するには、達成感を得る体験を積むことが大切だと思います。それぞれの年齢に合った

いろいろなことがあると思います。運動会、学習発表会などでの行事だけではなく、日常

的に今まで体験しているかもしれません。そこでそれを積み重ねてキャリア教育の集大成

として、９年間で学んできた陸別の課題を考えて、町の人に恩返しできるようなことや、

自分たちの能力を認めてもらうような企画を考えてみてはどうかと思います。

９年間のキャリア教育で、たくさんインプットしてきたものをアウトプットできてこ

そ、初めて自分のものになると思います。どんなことができるかは未知数ですが、例とし

て、特産品開発や、自分たちが考えたメニューを町のイベントなどで販売を行っている例

もあります。ものを一つ売るにも原価や経費、利益まで計算して値段をつけて、販売戦略
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も考える、この一連の流れを考えられたら、社会の仕組みを身をもって体験できると思い

ます。もちろん子供たちだけではできない部分は、町の専門家にもお手伝いいただいて、

本気で一緒につくり上げる、そんな体験だけでは終わらせないキャリア教育ができたら、

先ほどの課題の克服の一つになると思うのですが、教育長のキャリア教育の考えをお聞き

いたします。

○副議長（本田 学君） 野下教育長。

○教育長（野下純一君） ただいまの質問にありましたとおり、体験というのはとても大

事なことだというふうに思っております。知識だけではわからないことが、経験すること

によって実感し、そしてその子供の人格形成の力となっていくということは、明らかなと

ころではないのかなというふうに私も感じているところであります。

今、恩返しのような企画という言葉で、何か考えられないかというふうなことですが、

大人が全て準備してしまうというふうなことでは、あってはならないのかなと。それで、

子供たちが今キャリア教育などさまざまな体験から何かをしたい、それから何かをしなけ

ればという、心を動かすようなことが、まず大事なのかなというふうに思っております。

例えば、昨年ですけれども、中学３年生がごみ拾いなどのボランティア活動の中から、

不法投棄の問題を取り上げ、そして模擬議会を通じながら、みずから作成した不法投棄防

止キャンペーンというふうなことでチラシをつくり、たしか私の記憶では６回ほど町内に

配布されたのかなというふうに思います。また、昨年の中学３年生は、みずから訪問して

取材した町内マップというふうなものも作成して、発表したりというふうなことがありま

した。私たちにも何かできることはないかだとか、私にもできることはないかという、人

に頼らないで、自分から、みずから行動を起こすというふうな仕掛け方が、大事なのかな

というふうにも思っております。

先ほど、質問の中にもありましたように、大人が手をかけすぎないようにというふうな

ことに配慮しながら取り組む、大人が本気の姿を見せるということが、キャリア教育の真

骨頂ではないのかなというふうにも思っております。ただ、待っていただけではちょっ

と、そう簡単に気づいたりだとか、心を動かすという場面は多くはないのかなと思います

ので、誘導を図ったりだとか、お手伝いをするというふうな形で、みずから考える力、そ

れから主体性を持った活動を助長していくというふうなことは、大変大事なことだという

ふうに私も思っております。

それで、提案のあったような観点は、非常に大事だというふうに思っておりますので、

教育委員会だけではなくて、町全体でふるさと教育の中で検討していく必要があるだろう

というふうに考えております。

○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） では、キャリア教育を終わりまして、次に学習のことについて

三つ質問させていただきます。

学習についてですが、沼田町に視察に行ったときの話ですが、沼田町が一貫教育をしよ
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うと決めたきっかけは、１番は学力の向上が目的だったとおっしゃっていました。その結

果、一貫教育を始めて３年目で、小中学校ともに全国学力テストで全校平均を超えたそう

です。学力は、どこかの学年でどんと伸びるものではなくて、やはり低学年から一段ずつ

底上げをして、中３につなげていかなければいけないと思います。小学校１年生から中学

校３年生までの学習について、一貫教育に移行するに当たり、何か新たな取り組みがある

のでしょうか。

二つ目に、本町でも以前から中学校の先生の小学校への乗り入れ授業を行っています。

私も数回見学させていただきましたが、どれも中学校の先生が補助的に付いて、生徒の問

題を解いたノートをチェックしているだけのような感じで、中学校の授業につながるよう

な発展的なものには見えなかったのですが、この乗り入れ授業の目的は達成されているの

でしょうか。

三つ目に、家での学習習慣、生活習慣を改善、定着していくためには、家庭の協力が不

可欠になります。小中のＰＴＡで同じ認識を持つ必要があると思うのですが、ＰＴＡのあ

り方は今後どうなっていくのでしょうか。

○副議長（本田 学君） 野下教育長。

○教育長（野下純一君） 質問のまず１点目、小学校１年生から中学３年生の学習で、一

貫教育で何か新たな取り組みがありますかという点なのですけれども、子供たちの学習、

生活の決まりについて、先ほどもちょっと各部会で検討しているという話をしましたが、

陸別学習プラン、陸別生活プランが、今、小中教職員によって作成されております。ほぼ

完成に近づいているというところであります。まず、これに関しては先進的で画期的な取

り組みであるというふうに考えております。他町に誇れるものになるのではないのかなと

いうふうに考えております。まず、１点あります。

それで、家庭学習プランを作成し、小１から中３まで身につけるべき学習態度や規律を

教職員が共通認識し、受け持ちの学年以外を理解した上で、教育活動に当たるということ

により、今後大きな成果が上がってくるものというふうに、この活用に期待をしていると

ころであります。

さらに、家庭学習については、小中ともに家庭学習時間の目安として、例えばですけれ

ども、小学１年生は１５分程度だとか、中学３年になったら３時間だよとか、各学年の目

安を小中ともに示しながら、家庭での学習にも力を入れていくというふうなことが、今後

予定されているというふうに聞いております。

それから、２点目の乗り入れ授業の目的は達成されているのですかというふうな質問が

ありました。乗り入れ授業を中学校との円滑な接続のためというふうに考えると、そうい

う意味では目的は達成しているのかなというふうに思いますが、授業の内容、それから計

画は小学校の担任が作成しておりまして、それが発展的であったり、それから学習の確実

な定着を目指すというふうな点に主眼を置くと、そのような意識で授業が行われてはいな

いのかなというふうに、私もちょっと正直そこまで、まだ今の段階で到達していないのか
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なというふうには感じられます。

いずれにしても小学校には、乗り入れ授業の意義や目的を再度確認し、効率的にかつ効

果的に授業者を、中学校から入ってくる先生を活用して、成果を目指すように、私として

も指導を続けていきたいなというふうに思っております。

それから、ＰＴＡのあり方が今後どうなっていくのでしょうかというふうなことですけ

れども、町Ｐ連、ＰＴＡ活動の充実というような、この発展は重要なことでありますけれ

ども、現在、例えば小中で組織を、この小中一貫と合わせて組織を一本化するというとこ

ろまでは、現状ではちょっと考えてはおりません。という考え方でいるというふうに理解

をしております。

ただ、今、進めていることがありまして、携帯やスマホ、ゲームの使い方などですね、

これを小中そろえて共通行動できるように進めております。これについては、今、小学校

のＰＴＡ、それから中学校のＰＴＡのほうも了解して、それから生徒会、児童会のほうで

もそれぞれ承認されて、これからこの宣言書というのですか、それらについての活用を、

実際に家庭での取り扱いなどについての具体的な活動へつなげていくというふうなこと

も、取り組まれているということを、一つ紹介させていただきたいと思います。

以上です。

○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） 学習の面では、今後、改善すべきことがあるということですの

で、続けていっていただきたいと思います。

次に、一貫教育は９年間で、目標とする中学校３年生像を目指すということになるので

しょうが、小学生が、自分たちが将来目指す中学生と間近に接して、イメージしてもらう

ことはとても重要だと思っております。他町では入学式や運動会を合同で行ったりもして

いますが、子供たちの交流について計画していることがありましたら、お聞かせくださ

い。

○副議長（本田 学君） 野下教育長。

○教育長（野下純一君） 現在のところ、例えば運動会、それから体育祭、文化祭など、

それぞれ大きな小中での行事がありますが、まだ単独開催できるうちは、続けていくとい

う方向でいいのではないのかなというふうに考えております。いろいろな他町の事例につ

いては、まだ、さらに小規模化というのが進んだ段階でのことになるのかなというふう

に、私はちょっと認識をしているところであります。

そのほか行事以外で見ると、今回の、今年度の小中一貫の中では、児童会や生徒会での

挨拶運動というふうなことで、協力し合うというふうなことが予定をされております。

それから、授業の中での一つ紹介なのですけれども、これは昨年度の実績で申しわけな

いのですが、中学校３年生が小学校の低学年へ出向いて英語授業を実施している。それか

ら、小学校６年生が中学校へ行って、中学３年生が補助指導をするマット運動などに取り

組むなど、今後、こういう形で工夫されていくものだろうというふうに考えております。
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以上です。

○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） 今の合同でする入学式や運動会は、その人数という話ではなく

て、中学生と接する機会をふやしてもらうということですので、後半に言った、中学生が

英語の授業を行うだとか、体育の授業を手伝うだとか、そういう交流でいいと思うのです

けれども、そういう中学生の姿を見せていってほしいと思います。

次にですが、今、いろいろ質問してきましたが、私は一貫教育の本当に目指さなければ

いけないところは、中学校は３年生像ではなくて、ここで義務教育を終えた後のその後だ

と思っております。ここで育って、初めてほかの市町の学校へ行って、今までいた環境と

は違う大きなステージに立ったときにどう振る舞えるか、陸別で学んできたことを土台

に、たくましく生きていけるのか。私の娘も高校からですが、私立の中高一貫校に通って

います。受験のときに何校か学校の説明に参加しましたが、学校によっては、うちの学校

に来たらこんなことができるよ、あんなことができるよと、目先のことばっかり話す学校

が多かったのですが、やはり一貫校というのは強い理念を持っていて、うちの学校を卒業

したらこんな大人になってほしい、世の中のリーダーシップをとって活躍する人を育てた

いと、入学前から卒業後を見据えた話をしていて、この学校なら信頼できると私も感じま

した。

本町も来年度から一貫教育が始まりますが、卒業後の中学生が新しいステージでどうし

ているのか、教育委員会教育長が進学した学校を尋ねるなりして、状況を把握することも

必要だと思います。そして、またそれをたたき台に強化しなくてはいけないところなどを

検証して、目指す中３像をバージョンアップしていくことも大切だと思いますが、そのこ

とについて教育長のお考えをお聞きします。

○副議長（本田 学君） 野下教育長。

○教育長（野下純一君）まず、進学した学校の様子を見に行くというふうな点において

は、まず、小学校から中学校の関係なのですけれども、これについては中学校の参観日が

先日あったのですけれども、まず、小学校の教諭が多く学校に参観に行くというふうなこ

とが、今回取り組まれております。中学校は、高校の教員が学校訪問で来るわけですけれ

ども、近況を随時把握しており、個人情報保護の範囲内での十分な情報は得ているという

ふうに聞いております。

それから、教育委員会なのですけれども、私も全ての学校へ足を運べられないのですけ

れども、近隣の学校に直接出向いて教室の外から子供たちの様子をのぞいたり、学校の管

理職、それから担任のほうからも、状況を聞いたりしているところであります。行政のほ

うもできる限りの範囲内で情報収集して、学校との協調による情報の共有を図りながら、

今後も目指す中学校３年生像のバージョンアップを図っていきたいというふうに思ってお

ります。

以上です。
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○副議長（本田 学君） １番中村議員。

○１番（中村佳代子君） ありがとうございます。最初から、あれもこれもスムーズに行

かないこともあると思いますけれども、先生たちは短くて４年の転勤もありますので、こ

こは教育委員会がイニシアチブをとって、積極的に推し進めていってほしいと思います。

ありがとうございました。

○副議長（本田 学君） 野下教育長。

○教育長（野下純一君） やはり小中の現場の先生方が十分にこの方向性の理解を深めて

いくというのが一番大事だというふうに思っております。そういう意味で、どんどん理解

が深まってきているのかなと、私自身も今、実感しているところでありますので、その先

頭に立って進めていきたいなというふうに思っております。

○副議長（本田 学君） １１時５分まで休憩します。

休憩 午前１０時５１分

再開 午前１１時０５分

○副議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

一般質問を続けます。

６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） 平成３０年も残すところあと二十日となりまして、１年の早さを

肌で感じるところでございます。ことし最後の一般質問ということで、今回は建設事業環

境と後半に教育長、町長に、任期中における第５期陸別町総合計画、９月に第６期です

か、陸別町総合計画の策定方針が出されましたが、今回はあくまでも第５期の中での質

問、また執行方針について、その思いとか感想などをお伺いしていきますのでよしくお願

いいたします。

今回は、さきの議員と重なる部分が、生じる部分もありますが、私も極力その辺、かぶ

る部分を抜きながら質問していきたいと思いますので、町長、教育長には答弁も大変だと

思いますが、ひとつよろしくお願いいたします。

さて、本町は、国道２４２号線を中心に道道津別陸別線外５路線、それと町道によって

インフラ整備がされております。聞きましたら本町は町道が２３１路線、また橋梁８９橋

を保有して、結構こうやって聞きましたら、数の多いことにびっくりいたしました。この

環境によって住民の生活が守られているということは、改めて感謝をするところでござい

ます。

昨年の１０月９日、十勝オホーツク道が小利別訓子府間ですか、開通いたしまして、１

０月１８日、陸別小利別間の高規格道路の工事現場も視察をしてまいりました。これから

陸別の交通網も、そういう面では非常に交通環境も変わるということで、いろいろな面で

変わろうとしております。

また、ことしは開町１００年ということで、町並みや道路整備もすっかりさま変わりい

たしました。道路関係も私が小さいころといったら、ほとんど町の中も国道も砂利道の記
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憶がございます。そして舗装は本当の一部で、車が通るたびに真っ白になった記憶がござ

います。これまでこの道路整備計画によって、町並みの成形が積み重なって現在に至って

まいりました。ここで質問になりますが、第５期陸別町総合計画の中での道路整備計画で

すか、期限が平成３１年とまだ残っていますが、現時点での進捗状況はどのようになって

いるのかお伺いいたします。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 第５期総合計画、基本目標のⅢ、暮らしと溶け合う心地よい生活

環境づくりの政策、これの２の利便性を高める交通と情報の施策、道路網の整備と位置づ

けられ、計画の成果指標、平成３１年度に町道舗装率、これは４０％とすることを目標と

しております。道路などの整備については、平成２３年度に町道等維持管理実施計画を策

定して整備を行ってきております。成果指標については、総合計画を策定した平成２１年

４月現在の道路現況が、路線数２１７路線、実延長２６万５６９メートル、改良済み延長

１２万３,０６５メーター、舗装道の延長９万９,７３８メーター、舗装率３８％でした

が、平成３０年４月現在では路線数が２３１路線、実延長２６万５,３５０メーター、改

良済み延長１２万７,５０６メーター、舗装道の延長が１０万４,３５５メーターとなり、

比較すると路線数で１４路線、実延長で４,７８１メーター、改良済み延長で４,４４１

メーター、舗装道延長で４,６１７メーターふえております。舗装率は３９.３％となりま

した。さらに今年度の整備を考慮すると、舗装率はおおよそ３９.５％となりまして、ほ

ぼ目標を達成できるのではないのかなと、そのような見込みであります。

○副議長（本田 学君） ６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） 終盤にかけて、今の話聞きまして、かなりいい形で進んできてい

るということは、陸別町の環境が非常に整ってきたというようなことになります。また、

高齢者社会に伴い、今後も危険箇所については改良を加えながら、誰もが安心して運転で

きる、そういう道路整備計画を今後もそのまま継続していただきたいと思います。

さて、最近、働き方改革の言葉を耳にします。国土交通省は、建設業改革の一環事業と

して、公共事業については週休２日制を掲げながら、拡大に向けて着手してきておりま

す。国も道も、ことしより試験的に週休２日制によって、どのように建設業環境に影響を

及ぼすか、何ぼか試験的に発注して、今、注視しているところでございます。内容につい

ては御存じの方もいると思いますが、現場で働く技術者の収入が減らないよう、経費上の

上乗せをして受注者に支払いをして、労働者の労働環境の改善を図り、そしてまた働き方

改革を目指していくというのが目的でございます。

そこで現在、工事等における工期の設定、また工期の中の予備日ですか、この日数とい

うのはどのように取り組まれているのか。これ土木屋にとったら、工期と予備日というの

は大変重要視しております。また、工種の多いもの、取得工事の中に専門的に言ったら排

水工とか構造物とかいろいろあるのですが、そういう構造物をつくる工事については、で

きるだけ早期発注をかけてほしいという声も聞かれます。そういうことで工事発注はどの
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ように進められているのか、この２点についてお伺いをいたします。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 工期及びその予備日の取り方については、北海道で定める実施要

領に準じて決定しております。具体的に工期については、準備期間、施工に必要な実日

数、不稼働日、後片づけ期間を合わせた期間となります。

工事発注の取り組みについてですが、補助交付申請の伴う工事、または占用許可を必要

とする工事等は、許可が出てからの発注となりますし、その他の工事でも現場周辺の利用

状況を勘案して発注しております。

なお、河川改修工事などは、冬期の渇水期に工事を発注しているところであります。

○副議長（本田 学君） ６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） 建設工事というのは非常に農業に似ていまして、天候に本当に左

右される仕事でございます。先ほどの工期や予備日については、本当に現場では大変重要

視をしております。

また、工事発注の件についても受注環境は、本当に会社経営のかなめでございます。そ

して時期が９月になると、日照時間が非常に短くなりまして、作業時間が短縮することに

よってその作業工程ですか、それが望めず、順調にいかないということになりますと、や

はり現場代理の現場責任者の腕にかかってくるというようなことになります。また、１０

月以降の工事については、気温も非常に下がってまいります。特に構造物ですか、コンク

リート工事については、日中の平均気温が４℃以下になりましたら、必ずしばれを防止す

るための防寒養生、これが必要になってまいります。また、つれて山とかちょっと奥へ行

きましたら雪が降りまして、余計な除雪費の出費とか、手間に時間が取られて、非常に工

程に支障が出るというのが現状でございます。

こういう工種の多い工事とか、構造物については、できるだけ発注者の準備ができれば

出していただきたいと。受注者側にとっては、現場の発注者が裏方でやっていることとい

うのは、なかなかわかりませんので、できる限りそういうことも頭にあるということで、

ちょっと頭の中に入れていただきたいと思います。多分、助成金のつけ方とか、そういう

いろいろな許可だとかそういうことは、なかなか受注者側にとってはわからない部分でご

ざいます。そういうことで大変かもしれませんが、よろしくお願いいたします。

いずれにしても建設業界は、現在、陸別町には１２社ほどありまして、年間、トータル

でいきましたら数十億円の金額を動かして、まさに地域経済とか雇用を支えていますの

で、今後ともこの事業費の拡大に向けて、期待をしていきたいと思います。

さて、以前は大型工事や一般土木においても、工事名と内容が異なる物件も非常に多く

見られました。最近の工事案内標識というのですが、看板、皆さんも現場へ行かれたらわ

かると思いますが、工事看板標識が立てられていると思います。そして、その標識を見る

と、昔はいろいろ細かく聞いて、何をやっている現場なのだろうなと、非常にわかりづら

いことがございました。今、国や道や市町村においても統一されているのかどうかわかり
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ませんが、非常に工事現場の内容がわかりやすく、大まかに道路をつくっていますとか、

橋をつくっています、水道工事をやっていますということで、従来から見たら非常に、

通ってもここの現場は何をやっているのだろうといったら、すぐわかるような感じで土木

工事も短く感じるようになりました。

このような工種というのはいろいろな仕事の業種が、その工事の中に存在するのでござ

いますが、その内容が専門的な業種が複雑に混入する工事については、多分、今の役場の

監督員の方も積算とか工事内訳書ですか、この作成に当たっては本当に日々、苦労されて

いると思います。特に、同じ工事の中に舗装とか電気とか機械設備、構造物なんかが絡ん

できますと、多分、設計書に悩まれているのが現実かなと、このように思っております。

そこで建設業では、工種が複雑で混入している工事についてですが、分離発注という言

葉を聞きます。本来であれば、できるだけ経費の面も考慮すると、分離発注を抑えて、私

の考えでは地元密着あっての施工プロセスが一番望ましいのかなと、このように思ってお

ります。そこでこの分離発注ですが、発注機関としての基本的な考え方ですか、どのよう

に取り組まれているのかお伺いいたします。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 発注につきましては、工種ごとに専門の業者に分離して発注する

のが原則であろうと、そのように思っております。ただし、金額や工種、現場条件等によ

りまして、一括発注することのほうが有利になることもあろうかなと、そのように思って

おります。

○副議長（本田 学君） ６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） 専門業種は専門業種で絡んできますので、その辺は常にできるだ

け地元の施工会社が経由してできるような、今もやられていると思いますが、その辺は忘

れずによろしくお願いしたいと思います。

今後も極力地元でできることというのは、本当に行政の皆さんも、それはどこの課にお

いてもやられていると思いますので、地元でできなくても経由してできるケースというの

もございますので、その辺は重ねてお願いしていきたいと思います。

次に、庁舎周辺における歩道整備、ユニバーサルデザインについてお伺いいたします。

本町は、１１月現在の人口は２,３９２人ですか、また６５歳以上の方が９２１名、だ

んだん上がりまして去年からしたら１.７％ぐらい上がって３８.５％と、年々高齢化の比

率が高くなってきております。それにつれて、最近は町の中を見ましたらカートを押して

歩く方、そしてつえをついて歩く方、たまに電動車椅子で町の中を移動している方を目に

する機会が多くなりました。また、車椅子ですね、車椅子を利用している高齢者の方も

年々増加する傾向にありまして、現在、高齢の方を扱っている施設、または認知症の方の

入所している施設、複数ありますけれども、ここちょっと聞き取りしたところ車椅子の利

用者は、入居者の全体の約９割、９割が今、車椅子を利用しているそうでございます。

最近、町並みも見ましたら、施設等の入り口付近とかそういうのは車椅子対応ですか、
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そういうのは徐々に進められてきております。特に、今、私、感じているところが福祉

ゾーンですか、役場の左側ですか、福祉ゾーンというのは役場庁舎から車両センターのあ

の辺まで福祉ゾーンと言われていますけれども、そこの福祉ゾーン周辺までの歩道につい

ては、福祉施設とかいろいろな町の施設もございます。その中で車椅子とかカート、また

は病院に行くときにあの坂をおりていったり、今、土木型の昔の縁石ですから、かなり高

い感じがしております。そういうところを押しながら、私もちょっと２年ほど、車椅子を

押した経験をしましたが、歩道につっかえたり、縁石につっかえたり、ちょっとスムーズ

ではないというふうな感じをしております。

この福祉ゾーンですか、福祉ゾーンになっていることから、できれば庁舎周辺の歩道に

ついては、これからはユニバーサルデザイン化を目指して、誰もが安心して利用できる整

備が必要かなと思われます。この辺についての計画等について、あるのかないのかその辺

ちょっとお伺いいたします。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 現在の道路事業については、施設の老朽化が進む中、パトロール

や点検を実施しまして、必要に応じて改修や補修を行うことが主となっているところでご

ざいます。庁舎周辺の歩道整備でありますが、他の路線の状況も勘案して、改修等、整備

をしてまいりたいと、そのように思っております。

○副議長（本田 学君） ６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） また、今の町長の意見も聞きましたので、今後ともそういう歩く

方に優しいまちづくりですか、その辺もひとつよろしくお願いいたします。

特に、本当にこの庁舎周辺ですか、庁舎周辺は公共的な施設も多いことから、その辺よ

ろしくお願いしたいと思います。

次に、教育長にお伺いしていきます。

現在、２期目、第５期陸別町総合計画の中で、教育関係については途中からのスタート

となりますが、まだ期限は残しております。その中で総合計画を柱に、この前見ました第

８期社会教育計画や、今年度の執行方針が出されております。そういう執行方針の中で活

動されております。教育の現場は、私が見ても奥が深く、常に着地点はないと思っており

ます。

せんだってですか、平成２９年度の教育委員会の活動状況の評価、また報告書、読まさ

せていただきました。年間の教育全般、またスポーツ活動について、きめ細かに活動され

ているということを、この状況を文書をもって理解をしたところでございます。今年度は

学力アップとか、また外国語活動ですか、それと道徳教育を目標に活動されて、また平成

２７年からは土曜授業がスタートされております。これらの事業とともに、平成３０年度

の執行方針に基づいて実施されてきた教育事業を通じて、陸別の子供たちの成長を教育長

はどのようにとらえているのか、子供たちの成長に対する感想をお願いいたします。

○副議長（本田 学君） 野下教育長。
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○教育長（野下純一君） 先ほども若干説明しましたけれども、全体的には子供たちが学

校を楽しくすごし、自分に対する肯定感、それから将来の夢や希望を持っている、将来は

社会の役に立つ人になりたいというふうなことで、今、目指している方向へ向かっている

というふうに、全体的にはとらえております。

私のことしの子供たちを見た感想をちょっと若干述べさせていただきますと、小学校の

運動会なのですけれども、本当に新１年生がしっかりとした行進で入場している姿、それ

からしっかりと人の話を聞く態度、それから自分たちの任務をしっかり自覚して行動して

いる学習発表会、そしてその感想文を読みますと、既に来年の発表のことをしっかり自分

の頭の中で描いて、感想を書いているというふうな点が本当に感心できます。やっぱりそ

の背後には特に親の方、それから周りから「よかったよ」という一言、褒められることが

一番子供たちの力になっているのかなというふうに感じております。

あと、中学生のほうですけれども、陸中の伝統として、だらだらとした生徒が１人もい

ない体育祭、それからみずから考えつくり上げて結果に結びつけていくという文化祭とい

うことです。それで全体的にはよく褒められるのですけれども、しっかりと挨拶ができる

陸別の子供たちというふうなことで、よい面は本当に十分継続されてきているなというふ

うに思っております。

ただ、ちょっと気になる点としては、方針の中でも学校まで徒歩で登校しましょうとい

うことを呼びかけているのですけれども、学校まで子供を送るという機会が多く見られる

傾向にあるのかなというところが、ちょっと気になる点としてあります。

また、友達同士とても仲がいいということは、悪いことではないのですけれども、親し

き仲にも礼儀ありという言葉があります。仲間同士の会話、それから先輩、教師に対する

態度など、身につけなければならない時期にしっかり対応できるようにしなければならな

い、このことも小中連携、一貫教育の目指すところだというふうに感じているところであ

ります。

先ほど、執行方針の中からということもありましたので、幾つか申し上げたいなと思い

ますけれども、重複するところは避けていきたいと思いますが、ふるさと科については、

先ほど述べましたので割愛させていただきます。全国学力・学習状況調査においても小中

一貫の業務として、今度、小中教員が共同して改善策を、積極的に交流する中で、成果を

保っていくというふうなことにしております。

それから、あと、グローバル人材の育成ということにかかわって、ちょっと述べさせて

いただきます。英語指導助手については、中学校に配置をしておりますが、中学校の英語

の全授業でのスピーキングの活用、それから小学校の外国語授業へは中学校の英語教諭と

ともに派遣して、外国に興味を持たせるなど、言語や文化に触れる楽しさを伝える活動を

行ってきております。

また、中学校では、英語検定の受験者の数がふえておりますし、今年度はラコーム市へ

の研修に全員が参加というふうなことで、実績が上がっているというふうに報告を受けて
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おります。

あと、特別支援に関しては、学校と保護者、それから関係機関が連携を密にして、専門

家であるパートナーティーチャーの派遣など、それから特別支援補助員の活用、それから

毎月行っているのですけれども、小中特別支援の担当者による発達支援連絡会など、情報

交流を進めております。子供たちへの適切な支援や合理的配慮の充実を図っているところ

であります。

あと、特別支援学級に限らず、課題や困難を抱えている子供たちに対しても、できる限

りの相談体制を図っていきたいというふうに現在進めているところであります。

あと、先ほどあった道徳の関係ですけれども、豊かな心の育成についても、道徳の充実

が大事であります。今、読む道徳から考え、議論する道徳というふうな転換が進められて

おりまして、今年度から小学校は道徳が教科化されております。児童会や生徒会の子供た

ちの自主的な活動による成果が、上がっているというふうに考えております。

それから、最後になりますけれども、先ほど土曜授業の関係もありましたので、土曜授

業にちょっと触れさせていただきたいと思います。

土曜授業については、学校、家庭、地域の三者が連携をして、土曜日の教育活動を社会

全体で育てるというふうな理念で行っているものであります。キャリア教育、それからふ

るさと学習、学力向上などさまざまな活動を行っておりまして、着実に陸別の未来を切り

開く力が育っているというふうに考えております。

以上、私の感じるところをちょっと述べさせていただきました。

○副議長（本田 学君） ６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） 教育の現場では日々皆さん、御苦労されていることと思います。

今の教育長の思いを継続的に反映させて、学校教育に盛んにやっていただきたいと思いま

す。

次に、小中一貫教育についてですが、さきの議員と意見が重なることから、これについ

ては質問いたしませんので、よろしくお願いいたします。

教育の現場については、私、公式はないと思っております。この一貫教育を通じて、子

供たちが生き生きと安全な環境の中で、そして安心して学べる教育環境を、先生方を初め

職員一丸となって、いい形で進めていただきたいと思っております。

次に、町長にお伺いしていきます。

第５期陸別町総合計画の感想と４年間の足取りの思いについてということでお伺いいた

します。

平成２２年から平成３１年まで、１０年間をかけて第５期陸別町総合計画に基づいて町

並みをつくってきたわけでございます。第５期についてはスローガンが、「空・森・土と

共に町民の絆でつくる うるおいあふれる きらり☆ひかる町 陸別町」をスローガンに、

現在に至っております。第５期陸別町総合計画までは、今までの町政の執行方針を参照い

たしました。私なりにこの４年間ですが、資料の中で全般的にその策定については、その
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時代のニーズに合わせながら来ておりますので、私は適度に進んできたと思っておりま

す。

この第５期陸別町総合計画も終盤を迎え、まだ期限が残っておりますが、町長も第５期

については途中からの引き継ぎとなりましたが、一言で言うと、これは非常に範囲が広

く、言い切れないと思いますが、町長、現時点での進捗に対する町長の思いをお伺いいた

します。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 議員がおっしゃるように、第５期の陸別町総合計画、これは平成

２１年度に策定したものであります。それで平成２２年度から平成３１年度まで、１０カ

年計画ということであります。平成２８年９月の定例会で、皆様方に議決をいただいたの

ですが、ちょうど国の地方創生にかかわる、町の地方版の総合戦略の策定などがありまし

て、その整合性などを図るために、基本計画を平成２２年度から２７年度までを前期計画

としました。平成２８年度から３１年度を後期計画として見直しを行い、私の公約なども

加えて議決をいただき、現在に至っております。

この総合計画、いわゆる町の道しるべになるべきものでありまして、第６期の陸別町総

合計画策定の年が次年度になります。町民の皆様の声も反映させながら、しっかりとした

ものをつくる必要性があるのではないのかなと、そのように考えているところでありま

す。

○副議長（本田 学君） ６番渡辺議員。

○６番（渡辺三義君） 第５期陸別町総合計画も終盤を迎えておりますので、期限がまだ

残っておりますが、完璧に達成されるように頑張っていただきたいと思います。また、第

５期陸別町総合計画が反映されまして、第６期に向けて継続的な反映をされるよう期待を

いたします。

さて最後の質問になりますが、私も町長も残すところ任期もあと数カ月となりました。

最後の質問になりますが、きのう、さきの議員と重なる部分がありまして、取り下げよう

かなと朝まで思っておりましたが、せっかく時間いただきますので、私は質問させてもら

うことにいたしました。

町長も政策を立てて、現在も進行中の中、活動されてきております。終盤に向けて、現

時点での４年間の足取りについて、どんな足取りだったのか、町長の感想をお聞きし、私

の一般質問を終わらさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 議員がおっしゃるように、４年の任期は早いもので、あと５カ月

を切るようになりました。きのう山本議員の質問で、いろいろ答えたので、詳細は割愛さ

せていただきたいなと思うのですが、ほぼお約束した政策等そこら辺は果たせたのではな

いのかなと、及第点をいただけるのではないのかなと、そのように感じております。
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この仕事をやっていましたら、役場の庁舎の職員にも町民の皆さんからいろいろな要望

もあるでしょうし、私のところにもたくさん、いろいろな要望があるのも事実でありま

す。行政は、全てそれに応えてあげるように努力するのが仕事だとは思いますが、財源の

問題とか、あと優先順位の問題等もあります。そこら辺、いろいろなことを考えていかな

ければならないなと。いろいろそんなこともあって、議会のほうにも上程させていただい

て、政策を通していただくということもあるのです。

今まで一番感じるのは、たくさん聞こえてくる御意見、発信力のあるところから聞こえ

てくるのはたくさん聞こえてくるし、それも本当に大切なことではあるのですが、ここの

ところに来てよく考えるのは、やっぱりなかなか声にならないようなものというのがたく

さんございます。こんなことを言ったら町に迷惑をかかる、誰に迷惑をかけると、そんな

ような声が、逆に知ってみると、優先順位が一番高いということがすごく多いような気が

します。

ですから、これからはそういった声を我々、庁舎でも吸い上げる努力はもちろんしてい

かなければならないとは思いますが、議員の皆さんも町民の皆さんの代表でもありますか

ら、そういう声をぜひ議会に上げていって、政策提言もしていただきながら、一緒に町民

の皆さんが本当に安心して安全で暮らせるような、そういう町にして、こつこつと努力し

ていくことが大事なのかなと、そんなようなことを今までさせていただいて感じたところ

であります。

○副議長（本田 学君） 昼食のため、午後１時まで休憩します。

休憩 午前１１時４４分

再開 午後 １時００分

○副議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

一般質問を続けます。

７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） １２月の定例会における私の一般質問を行うのですけれども、事

前に通告をしておりますので、的確な答弁をお願いしたいと思います。余りしつこくなら

ないように質問していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

私は、２点を通告しているわけなのですけれども、１点目は公営住宅について、２点目

は通行者、あるいは歩行者の安全を守る上での横断歩道ということでございます。

通告の順番に従って質問するわけなのですけれども、公営住宅の件についてということ

で標題を出しているのですけれども、①に応募しても入居者が決まらず空き家となってい

ると。この募集をしているというのは、自治会を通じて回覧で回っております。ことし、

資料を集めてみましたら、７月６日、８月３日、１１月２日、つい最近ですけれども、１

２月７日の公募、公営住宅。公営住宅には特定公共とか、あるいは福祉住宅等があります

けれども、総称して公営住宅というくくりでお答えを願いたいと思いますけれども、いず

れにいたしましても１２月７日に出されている募集のあれを見ますと、ほとんどが７月か
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ら、この半年間が経過しても埋まっていないと、入居者が決まらないという実情の中で、

町の側としては募集しているけれども、入居者が決まらない理由としてというか、原因と

してというか、その辺がどのようにとらえているのかなということをまずお聞きしたいと

思いますので、よろしく御答弁をお願いします。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） まず最初の質問でございますが、議員がおっしゃるように、最近

では１２月７日に入居者募集の回覧をしたところであります。これは公営住宅で緑町も含

めて１９戸、あと特公賃住宅で１戸、合計２０戸の募集と、そのようになっています。

それと、あと公営住宅の入居手続き等のお話もしたいのですが、募集期間は約１５日間

ぐらい見ております。これは全て希望する人に見ていただける公平性を保てるように、そ

のぐらいの日程を見ています。これには所得の基準とか、あと身分照会、これは警察にお

願いしているのですが、これの返答が戻ってくるのに約１週間ぐらいかかっています。そ

れで入居まで、希望して約２０日前後、日数がかかると、そういうような仕掛けになって

います。

議員おっしゃるように、近年、公営住宅と特公賃住宅を合わせた募集に対し、応募が少

ないため空き家がふえるという現象が、そういう状況にあります。要因としては、まず人

口減少が進んだこと、また移住産業研修センターの建設、そしてまた民間事業者の住宅建

設が進んだこと。そこら辺、また新規労働者の住宅が確保されたこと。また公営住宅にお

いては、収入が月額１５万８,０００円以下という制限があるためではないかと、そのよ

うに思っております。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 今のお答えをいただいて不思議に思うのは、移住住宅とかあるい

は民間でもそういう整備をして、簡単に言えば新しいところの住宅は、それなりの入居者

が決まって評判がいいのですけれども、公営住宅の場合は先ほども町長言いましたよう

に、緑町の場合では、２０数年とか３０年、建設からたっているわけなのですね。そう

いった意味で入る人は、もちろん収入の面とか家賃の面とかといろいろある中でも、やっ

ぱり少しでも快適な住宅に入りたいという希望に、添えないのではないかなと思うのです

ね、古いところは。そういう意味で、ちょっと、原因はどこまで押さえているのかなと言

いましたけれども、収入が１５万８,０００円以下でないと入れないと言うけれども、昔

は低家賃で、低家賃で定められた家賃だったけれども、今、収入に応じて家賃というのは

算定されていると思うので、その辺、高額所得者は所得者なりでやるけれども、収入オー

バーした分については家賃にはね返るという、そういうことも入居者としては考えていく

と。そうであれば、それに見合った公住の整備がされていないと、なかなか収入はオー

バーして、家賃もオーバーするという形の中では、不安があると思うのですけれども、そ

ういった入居者のニーズというのですか、そういうものはどのようにとらえていますか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。
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○町長（野尻秀隆君） 町営住宅、この公営住宅のほうは計画的に順次建てかえはしてい

るのですが、あとのほうのまた答弁にもかかわってくるのですが、一応、やっぱりいろい

ろな計画のもとにやっているし、あと、今の状態でこうやって空きがふえてくるというこ

とになれば、そこら辺、少なくやっぱりこれからは見積もっていかなければならないとい

うようなこともあろうかなと、そんなふうに思っています。

それで一番、収入の制限があるということが、よそから来る人もこれ以上の収入があっ

て、そして先ほどもちらっと言いましたが、民間のほうでアパートを建てていただいてい

る。そして事業者のほうでも、社員向けのやつを建てていただいている、町でも助成はし

ているのですが。だから、そういったことも影響しているのではないのかなと、そのニー

ズ調査も今、間違いなくしているところであります。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 先ほど、町長も言いましたけれども、人口減というのが主な原因

であろうかと思うのですけれども、昔は低家賃住宅ということで普及し、緑町なんか特に

そういう、それより以前の住宅があったけれども、それを改善しながらやっていたのです

けれども、やはり低家賃でない形態、先ほど町長も言ったように、１５万８,０００円を

一つのレベルとして、それ以上の人については入居できないということはないと思うので

すよね。それなりにプラスアルファした家賃、加算というのがされているので、それでも

入りたいという人がいるのだと思うけれども、あくまでも１５万８,０００円で、それ以

上の人は入れませんよということをやってきた経過があるのですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 基本的に公営住宅というのは、やっぱり低所得者向けの住宅とい

うふうに位置づけられていまして、それが、所得がさっき言った数字以上になれば、次の

特公賃住宅のほうに入居がえしていただくと、そういった方向で国のほうもそういった決

まりになって、法律で決まっていることであります。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） ちょっと理解できないのは、条例でも１５万８,０００円と収入

が決められているけれども、それの人は入れないというのではなくて、加算をした上で入

居を決められる場合があるのではないかと思う。そうでないと入っている人たち、所得が

多いから、決められた家賃より多く払っているという実例があるのですけれども、その辺

はどうなのですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今、担当のほうからもちょっと聞いたのですが、この１５万８,

０００円というのは、それぞれ家庭の構成がありまして、あと子供さん、奥さん、いろい

ろな関係で法定の控除の絡みや何かがあって、それを扶養控除とか何とかをして、この数

字が基準となっているということでございます。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。
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○７番（谷 郁司君） 今の答弁で繰り返しになってしまうのですけれども、結局、入居

する人は１５万８,０００円で絶対的に、簡単に言えば入ったときは収入が低かったけれ

ども、多くなった場合は退去願いますというようなことをやっているのか。それとも今、

私が言ったように加算して、家賃に上乗せしてでも入れているのかということで、入れる

条件がそろえば、たとえ１５万８,０００円、今言ったようにいろいろ控除された上での

プラス、奥さんと２人、働いていれば、それも合算の上だと思うのですけれども、そう

いったようなことをしても入れるという状況をつくっているのかどうかということを今聞

いているのですけれども、どうなのですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 先ほどもお話ししたとおり、やっぱりそれを上回ると特公賃住宅

のほうに行くと、入居するということでお勧めしているところであります。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 堂々めぐりみたいになってしまうけれども、結局、そういうもの

で一つのレベル、１５万８,０００円ということをオーバーした場合には、退去を願うと

いうことをして、出てもらっているのですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） それは決まりでございますから、その旨お話しして、御理解いた

だいて、その先へということになってございます。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） そういうことになって、今、前段で申し上げたように７月からの

募集の一覧表を見ていくと、依然として埋まらないというのは、所得が多くて入れないと

いう住宅だというふうに理解していいのですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 先ほどから何回も話しているのですが、そのとおりでございま

す。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 私的には、公住をあけておくということは、もちろん入居者の

ニーズに基づいて、いわゆる入る人、あるいはそこで生活をする人が快適にする上で、

やっぱりそういう家賃を払いたいのだけれども、それでも所得があるからとなれば、いい

とこへ行くという。基本的には人口減でニーズが少ないというか、そういうものだと理解

をしていくけれども、いずれにしましても緑町の住宅の場合、特に古い住宅で、建設が２

０年超えの中で、それに見合った形をとることが必要だし、今後、これだけあいていると

いうことは、それだけ、住宅というのは、あけばあくほど次の人が入るのには、簡単に言

えば古いという感覚が持たれるので、その辺を入居できる、陸別の所得レベルがどうなの

かわかりませんけれども、多くの人はこの住宅、２０軒、２０数戸あいているということ

は、それだけ所得水準が高いというふうに押さえていいのですか。
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○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 事前にいただいている質問の内容で②番のほうに移ったとみなし

てよろしいのですか。絡んでくるので、私はそうだと思うのですが、それでお答えさせて

いただきたいなというふうに思うのですが、まず、第５期総合計画の基本目標、これは議

員もおっしゃるように、暮らしと溶け合う心地よい生活環境づくりのもと、施策、快適な

住宅環境整備の中で陸別町公営住宅等長寿命化計画に基づき、公営住宅の計画的な整備を

進めているところでございます。

この陸別町公営住宅等長寿命化計画につきましては、現在、修正作業中でありまして、

先ほどから話しています人口減の推移、約１０年後、今、２４９戸ですか、これが１０年

後は二、三十減るという見方で、２２０戸程度で今、協議をしているとこであります。今

後も適切な維持管理を行って、公営住宅の長寿命化を図りながら、計画的に建てかえ事業

を実施してまいりたいと、そのように考えているところでございます。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 住宅を５期計画に基づいて、簡単に言えば更新していくというの

ですか、そういうことも必要なのかもしれませんけれども、現在ある住宅を所得制限が

あって入れられないと、空きにするということがそもそももったいない話なので、それな

りにリフォームするなり、管理するなりしないと、中には緑町の住宅そのものは余り快適

でないという話も聞く。

というのは、次の話に移るかもしれませんけれども、いわゆる家賃を払っていても、そ

ういうところで、簡単に言えば水が出るとか、あるいはお風呂場がないとかという話にも

なってくるかと思うのですけれども、いずれにしても、そういうものも整備しないで、５

期計画で新しいものに切りかえていくという今の答弁では、そういうふうに聞こえるので

すけれども、今の住宅はこのままずっと募集して、入らないものは入らないでいいと、あ

とは建てかえをしながらやっていくという考え方なのですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 先ほどの約１０年後の展望や何かも言いましたが、議員がおっ

しゃるとおりでございます。ただ、いろいろなニーズや何かがもちろんありますので、そ

こら辺も十分調査をしていきたいなと、そのようにも考えています。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） さきの議員が言いましたように、陸別のここらは避けて通れな

い、いわゆる寒さの中で公住というのは、それなりに快適に過ごせる場所だというふうに

認識した上で家賃を払って、そこで住み続けながら生活、仕事をするという、そういうも

のについての行政としての責任があると思うのですね。そういった意味で、今、言ったよ

うな形で建てかえをしていくけれども、最終的には入る人が決めることですけれども、空

き住宅をこのまま、簡単に言えば、このままと言い方は大変失礼なのかもしれませんけれ

ども、半年たっても埋まらないということでは問題があるし、今、言ったように町民の方
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が入るための収入が多いというふうに理解して、入れないのだというふうでもないような

気がするのですね。

そういった意味で、今後の住宅政策というか、計画を、それに見合った、僕の理解では

公営住宅の場合は、建設費を耐用年数で割った数字が家賃になるというふうに聞いていた

のですけれども、今後、今の段階ではないというふうに理解していいのですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今までお話ししてきたとおりなのですが、先ほど私も言いました

ように、やっぱりいろいろな、時代も変わればニーズも変わってくるということもあっ

て、公住、そうやって減らしていくとなれば、また今度その上となったら特公賃だという

ふうな言い方、私、説明したのですが、ですからそっちのほうをふやしていくことも考え

なければならないなと、そのように考えています。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 特公賃住宅は、家賃は普通の公住より高いですよね、そういった

意味でそちらのほうにスライドしていくというか、入れかえていくという考え方からいけ

ば、当然、特公賃の住宅をふやして快適に、家賃はそれに見合ったものも払うけれども、

そういった意味での、やっぱり今後建設と、それから条例の中でもありますけれども、買

い取りとかあるいは借り上げ、それから共同施設というような、これは定義の中にあるの

ですよね、第２条にね。そういった意味の中で、今、言ったような方向づけで理解してよ

ろしいですか、今後の計画で。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 議員のおっしゃるとおりでございます。

まず、町営住宅管理条例第２条の第１号の規定のお話だと思うのですが、ここら辺も、

民間のそういう物件を買い取りしたり何とかということも、これはまた人口の動態にもよ

りますが、ふえた場合にはそういうこともやっぱり考えていかなければならないなと、そ

のようなことは検討の余地は十分あるなというふうに思っております。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） ９月の定例会のときに、さきの議員が空き家住宅について、それ

を公住にリフォームしてでもって、３年以内の住宅でないとだめだとかという、そういう

答弁をしているわけなのですけれども、いずれにしましても今のこの２０軒の話でいけ

ば、公住が埋まらない理由については、古いから、中身が快適でないからという理由では

ないような答弁をしていますので、今後、住宅政策の中で快適に、日本一寒い町での過ご

し方、何といっても住居が一番大事なことですので、その辺の政策を鋭意努力して、今

言った特公賃住宅、収入が多いから特公賃住宅でも入れる可能性が多くなってくるのかも

しれないけれども、そういう見通しを立てる必要があるのかなと思うけれども、その辺に

ついての考え方はどうですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。
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○町長（野尻秀隆君） 先ほどもお話ししましたが、議員のおっしゃる、そのとおりでご

ざいますが、そこら辺も含めて、今、一生懸命それに見合った検討をしているという最中

でございます。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） ③で、町営住宅整備基準を遵守し履行するということで書いたの

ですけれども、私の認識では緑町に限らないけれども、緑町の改良住宅、これをきちっと

入っている人のニーズに応えるために、整備基準を守ったほうがいいのではないかなとい

うことでしたけれども、今の答弁の仕方では、あくまでも基準が、収入が多いと。そうい

うことで入居者は、それに見合った形がとれないということで聞きましたので、この基準

遵守については先ほども言いましたように、緑町の住宅については、いわゆる雨水とかあ

るいは汚水など等が入って、湿気が多くて入っていられないという話も聞いております。

そういったのと、風呂は自分持ちでないとだめだとかという話もあるので、今後、そうい

うようなことのない公住を整備しなければならないし、確立しなければならないと思うの

ですけれども、そういう点についての今後の計画できちっと改善されますか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） その件についてですが、確かに緑町の住宅は昭和５６年から平成

元年までに建設されたもので、この基準の適用外であるということになっています。この

基準、条例については、２５年４月１日から施行されておりますから、これ以後、現在ま

で建設された新町団地の６棟１４戸については、この整備基準、条例を満たしているとい

うふうに考えております。

あと、今の質問に対しては、そういうことであります。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 私が考えていたのは、整備基準をきちっと守った上で入ってくれ

る人には、それ応分の家賃を払って入ってもらいたいと言いましたけれども、あくまでも

入り口の段階で、収入が多いからだめということになってくる話になってしまったので、

このことについてはあえて言いませんけれども、どちらにしても、公住を空かすというこ

とは、やっぱり問題があると思いますので、今後、建設の計画とか建てかえをしていく

と、そういう形になっていこうかと思うのですけれども、公住に入るために、募集の基準

の中に、④に入るのですけれども、入居条件の中で特公債にしても普通公住にしても募集

の中では、施設でのペットの飼育は禁止しますとなっているのですけれども、こういう

ハードルを設けることはいかがなものかなと思うけれども、その理由について。

私、条例をずっと見ていますと、そういう項目はないのですよね。だからあえてペット

の飼育を禁止しますというのは、何に基づいているのか、何が原因で何がどうなのかとい

うことを、説明していただきたいと思うのですけれども、どうですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） この入居条件、この見直しということになろうかと思いますが、
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これは今後も関係の法令に基づいて実施してまいりたいと思っているのですが、ペットの

飼育に関しては定めはありません。しかしながら、共同住宅のため、騒音、また、今、た

くさんの方がアレルギーで苦しんでいるというそういう問題もありまして、入居時には

ペットを飼育しない旨の誓約書、これを提出してもらっているところであります。今後も

同様に扱いたいなと考えております。

ちなみに十勝管内、全部調べてみたのですが、やはり同じ考えを持っているようであり

ます。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 私、あえてこの見直しのペットのことを書いたわけなのですけれ

ども、時代の流れとともにある程度の、公共性のあるものですから、不特定多数の人が利

用したり、いわゆる入居したりするので、ペットの嫌いな人もいるし、好きな人もいるけ

れどもということもあって、やっぱり先の人が入っていた部分について、嫌いな人が入っ

た場合には、公住であるので利用できないということも防ぐためかなと思う面もあるけれ

ども、今、時代の流れで、非常にペットブームというのですか、アニマル的なそういうも

のに対するセラピー、そういうものがされていろいろマスコミ等を見ると、私も番組で

ほっこりとするようなそういう状態の中で、アニマルセラピーを実現していくというか、

そういう時代に入ってきたのではないかなと思うのですね。

ただし、私は無制限にペット飼っていいよというのではなくて、それなりの飼い方の規

制というのですか、要綱というのかな、そういうものを整備して、今どき結構昔と違って

飼いっぱなしという状態ではないですよね、いずれにしても。それなりのトイレをちゃん

と完備するとか、あるいは爪研ぎを用意するとか、その辺については今の時代に即応した

形で、公住も開放していったらいいのではないかなと思うのですけれども、その辺につい

ての考え方はどうですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 確かに、今、時代はいろいろペットを飼っている方が多いです

し、お年寄りにとったらそれが本当に癒やしになると、まあ、お年寄りだけではないので

すけれども、そういうようなことも十分わかります。

ただ、しかしながら、やっぱりペットの種類にももちろんよるのでしょうが、町村に

よっては猛獣や毒蛇の飼育を禁止するとか、そういうように文面にうたっているようなと

ころもあるのですが、新しくつくったとこは、どうしてもにおいだとか、あと爪を立てて

いろいろ傷、それは後でお金、決まり事をつくって払ってもらえばいいのではないかとい

うこともあるかもしれませんが、新しいものについてはどうかなと。やっぱり不安の要素

のほうが強いので、ちなみにペットを飼うということを可能にするのであれば、ある程度

年数のたったそういう住宅を利用して考える、そういうような方法も我々、頭の中には今

あるところではあります。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。
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○７番（谷 郁司君） 非常に建設的な答弁をいただいたので、今後、ただ無制限的に

ペットを飼っていいよではなくて、要綱を決めて、飼い主の入ってもらう人には、それな

りのルールを守ってほしいということを言いながら、古い住宅については利用してもらう

ように、入居も促進してもらいたいと思うので、その辺、町長の鋭意ある行政指導でやっ

ていってほしいということでお願いいたします。

入居条件の中にもう一つあるのですけれども、私は資料的にいただいたというか、手に

したものの中で、公営住宅管理条例の改正についてということで、国土交通省の住宅局長

から平成３０年３月３０日に、１点目としては、保証人は、今の条文を見ていますと、あ

るのですよね。１０条にあるのと、それから入居者の中から地方税とかそういうものにつ

いての滞納している場合、これも外してくださいという、国交省から来ていると思うので

すけれども、家賃の減免なんかもきちっとした上で、民生部長というか町民課と所得がど

うなのか、滞納がどうなのかということを調べた上で、そういう人たちの結局ハードルを

下げるということについて、条例にもありますので、そういうものについて削除する、し

なさいという国交省の要請があるのですけれども、その辺についてはどういうふうに考え

ていますか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） この国交省の通達、私どもも目を通させていただきました。これ

は国住備第５０３号の公営住宅への入居に際しての取り扱いについてということだと思わ

れますが、この通達では、民法の一部を改正する法律によりまして、債権関係の規定の見

直しが平成３２年４月より施行されることや、あと単身高齢者の増加など公営住宅を取り

巻く状況を踏まえ、公営住宅管理標準条例、これは案なのですが、これについて改正がさ

れました。

また、自治体においては、住宅困窮者の公営住宅への入居に支障が生じることのないよ

うに、地域の実情を総合的に勘案して、適切な対応を行う旨の通達が来ているところであ

ります。現在、北海道において条例改正に向け、協議が行われております。条例改正に

は、いろいろ課題もありますが、当町においても今後関係機関と連携しながら、議員が

おっしゃるように条例改正に向けて協議してまいりたいなと、そのように考えているとこ

ろであります。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） そのように現実的な形でもちろん、あるいは国交省ということな

れば、行政庁の上のほうになるということで、そういうものに従って、時代とともに改正

していかなければならないと。そして入居者が安心して、安全で快適に過ごせる、あるい

は窮屈な思いをしないで入居できる、そういうものを先ほどのペットのあれと同じよう

に、一つずつ時代に即応した住宅入居をすることが妥当だと思うし、私もそういうふうに

思います。

あくまでも言い方は悪いですけれども、きちっと条例の中でしていかないと、行政とい
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うのは常に動いているものですから、そのときの担当者がいなくなったときに、次の後継

の担当者がわかるような、そういう仕組みをつくるということは、条例をきちっと整備す

るということが大事だと思うので、その辺についてもう一度、町長の考えを伺いたいと思

います。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） この通達につきましても、通達文を読んだだけではちょっとなか

なか理解できないような、また、これどうするのだとか何とかと、やっぱり矛盾点や何か

もあるので、そこら辺も含めて、いろいろ関係機関とも相談して、条例改正に向けて協議

していきたいと、私、先ほど答えさせていただいたのですが、そのタイミングごとに、議

員がおっしゃるように、することはきちっとしていかなければならないと、それは同じよ

うなことを思っております。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 保証人をつけなくてもいいよと、もちろん条例の中にあるのです

けれども、保証人をつけることね。それを国交省は外すけれども、その中の意味合いとし

て、さきの議員が質問したように、後見制度、補佐、補充というのですか、補助というの

か、そういうような人たちをつけることによって、簡単に言えば独居の人が入っても安心

して、あとのフォローができるという、そういう時代にも入っておりますので、その辺を

考えたときには、僕は保証人は要らなく、後見人がついたものについては優先的にとか、

そういう時代の流れですので、その辺を十分吟味してやっていってほしいと思います。

国交省の説明の中にはいろいろあるのですけれども、残された時間もありますので、次

の質問に移っていきたいと思いますので、よろしくお願いします。

もう１点については、市街地における通行人の安全を守る上での横断歩道の件につい

て。

これは町民の方から要望があって、私も実際上、町内を回ってみましたら、非常に、簡

単に言えば車優先というのですか、そういう時代に沿った町なのだなと。歩行者の安全を

守るというか、歩行者優先の、通行人が優先ではないような気がしましたので、その点に

ついてどうしてもつけてほしいという場所もありますけれども、全体的に見ますと冒頭に

言いましたように少ないと。町の中で、陸別は人口も少なく車も少ないということなのか

もしれませんけれども、歩行者天国ですよね。別に歩道がなくても、道路を斜めに渡ろう

が横に行こうが、次の場所に行けるという、歩行者天国と言えば、歩行者天国なのかもし

れませんけれども、やっぱり交通ルール上は道路を渡る場合には横断歩道を利用しなが

ら、そして歩行者優先の、安全を守るという点については、全て交差点につけれとは言い

ませんけれども、僕は少なくとも見た上で、これは危ないよな、つけないと歩行者優先に

ならないよなというところがありますので、その辺について陸別の場合は国道２４２、そ

れから道道は斗満陸別停車場線ですか、あれは５０２ですね。それから、津別陸別線、５

１号、それからカネラン峠のほうに向かうための道道１４３、それが北見白糠線というこ
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とで、道道が交差している中では、少なくとも町道とつながっているというか、接続する

部分については何だかんだいっても国道の場合、特にさきの議員も言っていましたけれど

も、交通の事情は今までとは違う形で、頻繁に車が通るし、切れ目がないようなそういう

道路にもなってきております。高規格の道路が整備されたことによって、そういった面で

津別陸別間も相当車の量が多いと。

そして今はトレーラーが主力ですよね、そういった意味でいくと、陸別の住民が安心し

て道路を横断しながら次の歩道に行くという、そういう形態を考えたときには、きちっと

横断歩道を設けて陸別の町の中は、安全運転で徐行しながら、そのものをしてほしいとい

うことが、一応、要望として町民もあるということで、その辺について、自治会等におい

てそういう話があろうかと思うのですよね。そういった面で、私が押さえている面と重複

するかもしれませんけれども、もし自治会なり、あるいは町民から寄せられた意見の中

で、横断歩道をつくってほしいよなというところがありましたら、ちょっとお答え願いた

いと思います。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 横断歩道の件ですが、その前に一つ。ちょっと言葉足らずだった

かもしまれませんが、先ほどペットの絡みで、そういった要望のある方には、古い住宅を

使って考えることも一つの方法だということで、これはあくまでもやっぱりそういうこと

ですから、建てかえをしないような住宅を利用してということが考えられますし、さまざ

まな課題もあろうかとは思いますが、そこら辺も含めて検討して、調査してまいりたい

と、そのように思っています。

そして今の御質問なのですが、横断歩道が少ないということなのですが、これは道路標

識のうち、道路管理者が設置する標識と、都道府県の公安委員会で設置するものがありま

す。横断歩道については、都道府県公安委員会が設置するものでありまして、設置の要請

をする場合、これは陸別町は陸別駐在所に現地を確認していただきまして、本別警察署に

報告すると、そして本別警察署から、釧路方面の公安委員会に要請するということになっ

ています。釧路方面公安委員会で横断歩道の必要性などを検討して判断がなされると、そ

のような仕掛けになっております。

また、自治会連合会からの要望は上がっているのかという御質問でございますが、これ

は平成２９年度は自治会会長会議で１件要望が上がっていました。これは緑町からであり

まして、駐在所を通じて公安委員会へ要請をしております。平成２４年度にも自治会連合

会総会の席で、下陸別地区から要請がありました。場所は、保育所と中学校との間に横断

歩道を設置してほしいという要望でした。これにつきましても駐在所を通じて、公安委員

会に要請しました。結果ですが、駐在所の所長、本別警察署、釧路方面公安委員会、自治

会、役場と現地に立ち会いましたが、これは設置には至りませんでした。設置されない理

由は、横断歩道を横断する歩行者が少ないことが原因でなかろうかと、そのように思って

おります。
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○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 今、町長の答弁で、先ほどの住宅の関係で、私、非常にありがた

く思いますというか、公住を利用してもらう上で古い住宅は更新するなり、建てかえする

と、そういう住宅については、後の入居者がないことを考えながら、ペットを飼ってもい

いという、そういう方向というのは大事だと思うのね。そういった意味で、ぜひ実行して

いただきたいと思います。もちろん入る人の要望なり、あるいは先ほど言ったように、き

ちっとルールというのはつくらなければならないと思います。

そういった点をお願いしますと同時に、横断歩道については今説明があったように、私

もいろいろ調べたら、基本的には公安委員会が認めて、公安委員会がもちろん線を引くに

しても、標示するのでも、標識を立てるにしても責任持って立てるという段階において

は、検査が必ず入りますよということもお聞きしております。そういった意味で先ほども

言ったように、陸別は人口も少ないし、車も少ないから、道路は歩行者天国で、どこを

渡ってもいいよというようなものの感覚というのは、僕は時代的には非常に変わってきて

いるのではないかなと。そういう意味で、私、この質問を取り上げたのですけれども、や

はり道道とか、あるいは国道とか、そういった意味で。

そして今、町長が言ったように平成２４年、６年前かな、公安委員会が来たと言うけれ

ども、あれから見るとかなりやっぱり交通量もふえているし、人口が減っているから、歩

行者が多いとは限らないですけれども、車の通りが非常に厳しいので、ある程度、歩道と

いうのを設けてほしいということを考えてもらわないと、ただ、歩行者数が少ないからだ

けでは済まされない面があると思うのですね。

僕も見ていると、歩行者というのは基本的に優先ではないですよね、横断歩道がない場

合。非常に遠慮しながら、車の間を縫いながらというか、その辺を考えながら、事故に

遭ったら自分が損ですからしないのですけれども、そういった意味でやっぱりスムーズ

に、標題にもありますように、安心して陸別に住める上でのそういうルールというのを、

きちっと整備していくことが大事ではないかと思いますので、今、言った自治会から要望

が上がっていることについては、再度見直す、それから国道と道道との接点、具体的に言

いますけれども、５０２号と国道との接点、あそこも一応通学路になりますよね、新町２

区の佐々木林業というのですか、新栄緑化、あちらのほうから来る人たち。

僕も見てみますと、歩行者というのは人口が少ないから、ばらばらかもしれませんけれ

ども、結構ジョギングしたり、あるいはペットの散歩をしたりとかというのは多く見かけ

る。子供たちもあちらにいる人たちが通る上で、国道と５０２の接点のところは横断歩道

がないので、整備してほしいなと非常に思います。

それから、通学路をずっと見てみますと、僕の考えとしては道路は川と考えたときに、

川を渡る上で丸木橋でもいいからというのは、歩道でも整備して渡れるようにというこ

と、ドウコウ線というのかな、動く上で必要なものをずっと見ていると、行きどまりのと

ころがたくさんあるということね。子供たちがどういうふうに渡っているのか、最終的に
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歩行者天国なのかなと思う面もあるので、きちっと通学路については、こういうふうに

行ったらちゃんと学校へ行けますよと。今、言ったように国道なり道道が三つあると、そ

ういった意味で、ドウコウ線をきちっと調査した上で公安に要望を出して、公安に来ても

らいながら、今の時代はこうだよということも含めてね。確かに、金のかかることですか

ら、最終的には向こうの判断だと思いますけれども、その辺をきちっと調査して、要望と

して出していただけるかどうかについてのお答えを願いたいと思います。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今までもそうですが、自治会等々から上がってきたものは、真摯

に受けとめて、すぐ要望は出していますが、何せこちらで結論を出せないものですから、

その要望はスピーディーにやりますが、あとは相手が決めていただくことで、これはどう

しようもないことだなと思っております。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 私、こういうふうに一般質問で取り上げたというのは、先ほど

言ったように町民の要望があったので、その辺についていろいろ調べたら、今まで言った

話になるので、町側としても公安が相手ですから、最終的にするしないについては向こう

が決めるけれども、言わないことにはならないと思うので、先ほどの国道と道道５０２の

接点のことを言ったのですけれども、さきの議員も言ったように、今、高規格道路によっ

て陸別の交通量が変わったと。陸別は２軒しか食料品店というか、食料関係を買い求める

ための、簡単に言えばＡコープのチェーン店とセーコーマート、それをこちらの町の側か

ら渡る上での国道というのは、信号機１個しかないのですよね、陸別唯一の十字路、交差

点であるのは。あとはみんな押しボタンの、庁舎の前もそうですけれども、そういったも

のしかないのですけれども、今、言ったように店を利用するのに、国道を渡らなければな

らない点について、私は少なくとも陸別のＡコープ店に行けるような歩道というのは必要

だと思います。

そして、あそこの状態と駅前の信号との近さがあると言うけれども、足寄の町を運転し

て見たときに、決して信号機があるところだけが歩道ではない、国道２４２、あそこ重複

ですから２７４かな、それと歩けるだけの歩道がちゃんと完備されているので、私は交通

事情の変わりの中で、少なくとも買い物客が安心して渡れるようにするために要望をして

いってほしいと思うのですけれども、その点はどうですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 国道に関しては、管理が開発建設部でありまして、我々が開発建

設部に話して、開発建設部がそれを確認してから、公安のほうに相談するということで

す。いずれにしましても、そういうような要望がありましたら、町としては速やかに、そ

こら辺の要望を出していく気持ちに変わりはございません。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 要望があるということ、私も町民からそういう要望を受けました
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ので、私は代表して、議員の立場で、責任ある町長に言ってもらっておりますので、その

辺、町民の要望があるということを理解した上で、公安なり、開発局なりに言っていって

ほしいと思います。そういうことで、言わないことには向こうもわからないと思うし、動

かないし、実際に調査にも来ないということもありますので、言った上で調査に来て、こ

れは必要だよなというふうに考えてもらえれば、町民にとってはハッピーなことなので、

お願いいたします。

それから、３番目の通学路が暗いので街灯、防犯灯の整備についてということで、私、

この辺についても要望があったので、通学路、いわゆる陸別庁舎、小学校かい、小学校か

らずっと共栄第２、あるいは東１条２区を通ってきて庁舎のところに来るのですけれど

も、街路灯はあるのだよね。だけれども、間が遠いのか、非常に暗いと。父母の要望の中

では、今、非常に日が短いので、子供を迎えに行ったら子供どこにいるかわからないとい

うのですね、歩道を歩いているのを、というぐらい暗いよということで言われましたの

で、もう一度調査してみて、街路灯整備か、あるいは防犯灯を整備して、通学路だけでも

きちっとしてほしいと。

今、具体的に言った面については、庁舎と保健センター、そこの間と、ずっと向こうへ

行くと旧藤本商店とかあちらのほうに行くと暗いので、防犯灯だけでも間に、ちょっと間

隔が遠いのではないかと思うのね。そういった意味で暗さがあると。今どき日が短い中で

すので子供たちが安全に通れるようにひとつ調査してやってもらいたい。

それから、それなりに要望があったので町の中を見てみますと、防犯灯が役目を果たし

ていない、いわゆる消えているところがあるのですよね。その辺についても、この日暮れ

の早い時期の中では、整備していってほしいと。これはどこどこということで、国道もあ

りますから、街路灯が消えているの。多分、故障だと思うのですけれども、その辺も早急

に管理して、安全に安心した歩行者が歩けるような、そういうことをひとつしていってほ

しいと思います。その点についてはどうですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） その点についてですが、防犯灯につきましては、おおむね３年か

ら５年に１度程度、全防犯灯の位置、あと要・不要の判断を行って、また現在年次計画で

進めている防犯灯のＬＥＤ化の工事に当たっても、該当地区の状況を確認しているところ

であります。また、ふだんから付近の住民の方や、事業所の方などから苦情や御指摘をい

ただいており、随時対処しているところであります。

現時点では、通学に際しまして防犯灯が暗いという状況を確認しておりませんが、安心

安全のため、改めて確認を行って、必要があれば整備を行いたいと考えております。これ

はそれぞれ担当がございまして、建設課も一緒に回ってみたりなんかはしておりますし、

今回も一応、通学路や何かも見てはいるのですが、そういうところは見当たらなかったと

いうことではございますが、通学路といってもやっぱりいろいろ親御さんにしたら自分の

家からということになるかもしれませんので、そこら辺、きめ細かい点検もしたいなと、
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そのように思っております。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） 町長に、建設的な御答弁をいただきましたので、その辺、鋭意努

力して、陸別の通行人、歩行者、それから児童生徒が安心して道路を渡って、交通事故に

遭わないような、そういう形態をとっていただきたいと思います。

最後に、小学校前の信号機の傾きということで、私、大分前から見ているのですけれど

も、だんだん配線が垂れ下がってきて、交通の法規からいくと４メーター５０なのかな、

高さでまだ間に合うのもしれませんけれども、万が一、倒れることがあるか、電線が引っ

かけられて危ないという面もありますので、その辺についてのとらえ方というか、対策に

ついて伺いたいと思います。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） この点につきまして、１２月６日ですか、駐在所に確認しまし

た。そうしたら、既に本別警察署から釧路方面公安委員会に連絡済みとのことでありまし

た。大体ですが、ことしの夏ごろだったらしいですが、連絡がなされていると。駐在所も

その後の連絡を待っている状況ですということでしたので、なるだけ早い返事をというこ

とになっております。

○副議長（本田 学君） ７番谷議員。

○７番（谷 郁司君） そういうことで、私も町民の方からの要望が、歩道に関して得た

情報で町内をよく見てみますと、いろいろな安全でない面がありますので、担当職員も町

民のニーズに基づくということも必要かもしれませんけれども、日ごろから皆さん方も町

内に住んでいる職員ですので、そういう状況があれば、随時、おくればせながらにはなら

ないような方法で、そして今言ったように、言ったからといってもすぐつくるなり直した

りしませんので、その辺は鋭意積極的に取り上げながら改善して、陸別の通行人、歩行

者、あるいは学童の人たちが安心して道路を通れるように、そういったものをしていただ

きたいことを強く求めまして、私の質問を終わりたいと思います。

最後に、町長の考えをお願いします。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） こういった電気類につきましても、うちらの職員を含め、みんな

で公私にかかわらず見ては回っているのですが、突然、球や何かも切れることもあります

ので、そこら辺は気がついたら、担当のほうまでお知らせいただければありがたいなと、

速やかにできるので、そこら辺をお願いして、私の答弁とさせていただきます。

○副議長（本田 学君） ２時１５分まで休憩します。

休憩 午後 １時５８分

再開 午後 ２時１２分

○副議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

一般質問を続けます。
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３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） それでは６人目、最後、町長もお疲れでしょうが若干のお時間を

いただいて、私の一般質問に入らせていただきます。

今回は、災害に強いまちづくりということについてですけれども、今回の北海道胆振東

部地震によるブラックアウトの長時間停電と、それによる通信網の不通ですとか、あとは

町内での火災に備えた対応についてお伺いをいたしますので、ひとつ答弁のほう、よろし

くお願いをいたします。

本年９月６日に発生した北海道胆振東部地震、本当にいまだなお大きな爪跡を残したま

ま、被災された方々、また亡くなられた方々、３カ月たってもまだ復旧が進まない状況に

あります。そのような中で今回ブラックアウトという、初めて聞く言葉で長時間停電を経

験いたしました。

私は防災計画でいろいろありますけれども、全てやはり何かが起こってからこういう対

応、こういう対策をとると思っております。それで今回、長時間停電を経験して、町長と

して今回の停電で見えてきたもの、教訓として何があったのか、見えてきたもの、そこら

辺をまずお尋ねいたします。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今回のブラックアウトによる停電の状況でありますが、皆さん御

存じのように、発生は９月６日の午前３時７分、電気、通信の復旧が９月７日２３時こ

ろ、約２日間でありました。

過去の停電は陸別町の限定的なもので、バックアップ体制や北電の移動発電車との接続

整備、そういったものを終えてきました。過去の停電の経験で、ふるさと交流センターへ

の自家発電機の設置をしました。災害用備品の整備を年次計画を立てて、現在も進めてい

るところであります。この中には、灯油のストーブ、ガスストーブ、非常食、毛布など、

そこら辺であります。

今回の全道規模の停電、通信網に関しては、北電の移動発電機車などは、人命救助など

の観点から医療関係に配備されるなど、大きな市や町などが優先されたように思っており

ます。このような中で陸別町においては、過去の停電時の経験者が多いことから、対応で

きた点は次のとおりであります。

庁舎内の最低限の電源回復ができ、町民課の窓口業務も限定的ではありましたが、対応

が可能でありました。戸籍業務のみは対応ができました。これはサーバーが町にあるた

め、対応ができたということです。そのほか、例えば印鑑証明書を発行するとか何とかと

いうのは、ウエブタウンのものを使っていますので、ここら辺はできなかったということ

であります。

上下水道についても自家発電機によりまして平常どおり稼働し、自家水の町民に対し午

前１０時には供給を開始、午後には畜産センターにも水の供給を開始いたしました。

医療関係は、自家発電機によりまして、平常どおり診察を行うことができました。



― 39 ―

教育関係は、職員による信号機、交差点などに立ち通学路を確保し、給食についても非

常食で対応して、通常授業を行いました。ただし、土曜授業は、きのうもお話ししました

が、中止となっております。

住民周知につきましては、定期的に「愛の鐘」、郊外については４班体制で、職員によ

りまして周知を実施しました。夜には、建設業者より投光機、発電機の提供がありまし

て、各施設に設置、対応いたしたところであります。

○副議長（本田 学君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 本当に教訓から見えてきたものというのは多いと思うのですよ

ね、それを常に備えて、今後来る災害に対して対応をとっていくというのが、本当に災害

に強い町ではないかなと思われます。そこで今回、地震による被害はなかったのですけれ

ども、やはり長時間停電、これで非常に地元の基幹産業である酪農の被害が相当額ありま

した。生乳の損失額は約２,３００万円、それと乳房炎の発症が１８６頭で４４０万円余

り、また死廃牛が７頭あったということで３９０万円、それ以外に発電機の借り入れです

とか、もろもろ合わせて１９０万円程度と見込んでおります。損失額は、基幹産業酪農で

３,３７０万円であります。そのうち２,３００万円の損失額は、今回、１２月１０日付で

ＪＡが２分の１、それと１２月１４日にホクレンのほうから２分の１で、この２,３００

万円は、農協とホクレンに損失額を補塡していただくという運びになっております。

それと商工業界、これが約５００万円近い損失額かなという発表がございましたけれど

も、この長時間停電によって生じた、そこで町として基幹産業である酪農、また商工業に

対して何か補塡をするのか、今後どういう考えがあるのか、そこを町長の答弁、よろしく

お願いします。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今回の地震に伴う停電による個々の被害に対しては、１０月１６

日、ＪＡ陸別町から、町からの支援について相談があり、停電にかかわる個々の被害への

支援はしていない旨、そのようにこちらからはお答えをしております。

また、国やＪＡグループによる対応は議員も今おっしゃったように、あったと、そのよ

うに聞いております。国の酪農経営支援総合対策事業による乳房炎対策、発電機対策等が

あります。また、ホクレン等により、廃棄乳の対策を行っていただきたいと思っておりま

したが、議員がおっしゃることを聞いて、一安心をしたところであります。

○副議長（本田 学君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 今、酪農経営支援総合対策事業ということで、この事業はずっと

継続した事業だったのですけれども、いかんせんお金がなかったということで、今回、大

がかりに農水省がつけていただいた事業であります。

そこで今回の酪農家をとってみても、現在、陸別町の酪農家４７戸です。そのうち２２

戸の酪農家が事前にこの対策事業を使って、２２戸の農家が発電機を装備していました。

そして残りの２５戸の酪農家は、いろいろな形で発電機を回しながら搾乳をしました。そ
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れで一番最後に搾乳したのが上斗満地域で、それはここの若葉に置いてあった発電車を

持っていって、あの地域を回したということで、あの地域の１回目の搾乳が終わったの

が、次の日のお昼の２時ごろと聞いております。

それで今回、酪農経営支援総合対策事業を使って２０戸の農家が、新たに発電機の整備

をしたいという申し出があります。そこでこの発電機を入れるのも、総額で約６,８００

万円ほど必要となります。それで発電機については、国が２分の１、配電盤については道

が４分の１の補助を出してくれるという運びで、今回、２０戸の酪農家がつけます。

それと同様に商工業者、今回、町内にある三つの業者のうちセーコーマート、セーコー

マートは本当に停電のとき話題にもなりました。神様だとか、神っているだとか、セー

コーマート半端ないだとかという話題になって、セーコーマートが御尽力いただいたこと

に本当に感謝をする次第であります。しかしながら、最後はやはり物流が途絶えてセー

コーマートも、棚に物がなくなってきたなという状況でございます。

それと、町内にあるスタンド、やはりスタンドの給油ができなかったという現状にもご

ざいます。農協は、建設業界から大きな発電機を持ってきて、ようやっと次の日のお昼過

ぎから復旧をしたと。また、もう一つのスタンドの方は、国交省の補助事業で既に用意を

していたという現状にもございます。それでこの商工業者、食料品店３店、またスタンド

３店の商工業者の皆さんからは、こういう事業があるのか、また町に対して何かの要望を

してきているのか、そこら辺の点をお尋ねします。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 議員のお話を聞いて、酪農家の皆様方４７戸のうち２２戸が既に

発電機が装着されて、この後２０戸が追加されると、残り５戸ぐらいになったということ

は、ほとんどが装着になるなと、安心をしたところであります。補助もいろいろありまし

て、私も昔、商売をしていたらなかなかそういったものが恵まれてなかったので、うらや

ましいと思いながら聞いていたところでございますが、商工業につきましては、給油所で

災害時に地域の燃料供給拠点としての役割を果たす、住民拠点サービスステーションに、

自家発電機を導入する際の補助事業はありますが、ほかの商工業者へのものについては、

融資はありますが、発電機等に対する直接の補助事業はないと、そのように思われていま

す。９月以降商工会において、会員からの問い合わせで調べたところ、見つからなかった

という話を聞いています。また、町に対しては直接の問い合わせ等はございませんでし

た。

それで、先ほどスタンドの話もちらっと議員から出たので、私、きのうも関連のこと

で、町内のスタンドの停電時の対応をお話させていただいておりましたが、中村商事さ

ん、私、発電機を持っていないと、きのうお答えしたのですが、２００ボルトの発電機も

ありますし１００ボルトも装備していますので、停電時も十分、灯油と軽油に対しては供

給できるということでございますので、この場をかりておわびと訂正をさせていただきた

いと、そのように思います。
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○副議長（本田 学君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 本当に酪農家には今、厚い支援がございます。停電給水対策とい

うことで、停電が生じた地域における酪農経営の継続のための電力の確保時に対する以下

の取り組みということで、発電機を借りた場合にも補助率２分の１以内、発電機の運搬及

び発電機の設置工事及び給水の確保と、こういう形で２分の１ですとか、あと家畜の再導

入、死んだ牛に対しては補助率上限の２分の１以内ということで、妊娠牛に対しては約３

０万円近い補助事業で、今、投じられております。

商工業に関しても、酪農家に関しても、やはり大きなお金が必要となります。そこで町

として、やはり町民の皆さんのライフライン、いろいろ守るわけなのですから、そこら辺

もしっかりとあるべき姿で、町内に３店舗しかない食料品店ということで、いち早く発電

機の導入ですとか、いろいろもろもろ考えた中で、やはり店内にある食品は一つも無駄に

しないという形で、何らかの対応策を講じてほしいなと思いますけれども、町長、いかが

ですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 現時点では商工業者の方々、既に独自の方法等で導入している家

庭や事業所もありますし、それがもともと基本であると思っていますので、今のところ考

えていません。しかしながら、そういった声を大きくしていただければ、その後にまたつ

ながっていくのかなと、そのように考えています。

○副議長（本田 学君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 今、私が思いますには、やはり建設業界、建設業界に今回相当の

お世話になり、酪農家のために発電機を用意していただいたという経緯もございます。大

きな発電機を２基も３基も持っている建設業者もございますし、ある程度、４０キロくら

いのを３基持っている業者もございます。だから、そこら辺もきちっと把握をしておい

て、停電時にはそういう形ですぐに対応できるような、今後、防災計画に盛り込んでいた

だきたいと思っています。

それと、私が一番心配しているのは、恐らく今後長時間停電が起きた場合に、この庁舎

が避難場所になってくるのではないかなと思っています。そこで、うちのこの庁舎が避難

所になったときに、最大限何時間まで、何日まで耐えられますか、町長。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 避難所を含めた中で、当町、最大何時間までの停電に耐えられる

かという御質問でございますが、ふるさと交流センターは自家発電機を整備、そして保健

福祉センターについても自家発電機を整備しております。役場庁舎においては発電機３台

で、必要最小限の電力を確保しています。ただし、燃料の補給は大体５時間おきぐらいに

しなければなりません。燃料が供給されて、補充していれば、何ぼでも持つという、何ぼ

でも持つというのはちょっと語弊があるかもしれませんが、そういう状態になっておりま

す。
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○副議長（本田 学君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 今、発電機の設置がありますよという答弁でありました。その中

で燃料がある限り、大丈夫だろうという町長の答弁でございます。その中で、今回９月と

いうことで夏場でした。やはり夏場ですと、照明の設置及び暑さ対策、また、これが本当

に今月また来月の厳寒期の中でということになると、相当な被害が出たと思うのですよ

ね。やはり、その中で暖房ですとか、水ですとか、非常食ですとか、私もさっきトイレに

行ったのですけれども、このトイレの水回りで停電になった場合、この水洗は使えるのか

なと思ったのですけれども、今、町長が言ったように、電気があるので大丈夫だろうとい

う答弁でございました。

そこで備蓄量というか、そういう非常食、また給食センターの対応、そこら辺はどう

なっていますか、町長。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 各種備蓄量についてでございますが、毛布１４０枚、石油ストー

ブ３０台、カセット式のストーブ４０台、ガスストーブ２台、避難所用のマットが８枚、

トイレが一つ、簡易ベッドが１０台、懐中電灯は１０個、主食は約５００食、副食は約５

００食程度、水は約２万７,０００本、備蓄しているところでございます。

○副議長（本田 学君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 本当に今の数字を聞いただけでも、備えあれば憂いなしではない

ですけれども、やはりしっかりと対応がとられているという感じ、思いがします。そのよ

うな中で、やはりこれからもこの庁舎が避難所になります。それで庁舎の改修計画にも基

金を積んで、きちっと対応、これから計画的にやっていくのかなと思うのですけれども、

やはり備えあれば憂いなしではないですけれども、本当に今後の冬場、夏場の対策に向け

て、きちっと庁舎の改修計画に盛り込んで、必要なものは必要だと、これは絶対要るよと

いうものを庁舎内で精査をして、今後の改修計画に盛り込んできちっと速やかにやってい

くべきではないかと思いますけれども、町長、どうでしょうか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 今後の対応策として考えられるもの、備品、装備品に新たな追加

品、これはラジオ、また携帯のテレビ、電池式のランタンというのですか、それと簡易発

電機、あとは扇風機などが考えられます。

また、役場の対応などについては、庁舎については自家発電機の設置を含め、夏対策で

エアコンなど、庁舎の営繕計画に合わせて検討してまいりたいと、そのように思っていま

す。そのほかの公共施設につきましては営繕計画、各施設の新築、改修計画に合わせて、

災害時の検討を進めてまいりたいと、そのように考えているところでございます。

○副議長（本田 学君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 本当に今の計画で、次々次々、次の手を打っていただいているな

という思いがいたします。やはり備えあれば憂いなしでないですけれども、きちっとどの
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災害が来ても耐えられるというような防災計画の中で、しっかりとやっていただきたいと

思っております。

それと今回、非常に不便だったのが通信網の不通でございます。今回、家電話、また携

帯用の電話が丸２日間不通になりました。また、つい先日も、ある通信会社のトラブルに

よって、非常に大混乱になった１１都市など、非常に大きなトラブルもありまして、日常

生活にも非常に大きな支障を来したと。今回の長時間停電、丸２日間不通になり、愛の鐘

等も発信ができない、また町職員が各家庭を回って歩くと、ここら辺の対応について、今

後どう対応していくのか、町長、どうですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 近年、携帯電話の普及が、議員がおっしゃるようにどんどん進ん

でおりまして、従来の固定電話と違いまして、停電になってからも一定時間は通話が可能

となつております。それは町内各所に設置されています中継所の非常用バッテリーが機能

している間、通話が可能になるということでございます。

９月の長時間にわたる停電を経験してわかったことではありますが、当町ではある携帯

電話会社の非常用バッテリーの仕様では約１０時間となっていましたが、それを大幅に超

えて通話することができました。このことは回線使用頻度によって、当該バッテリーの消

費電力が変わってくるため、当町の場合は、使用頻度が仕様書の規定より低かったこと

や、停電の発生したのがたまたま厳冬期でなかったこと、それが考えられることでありま

す。ただし、一部の携帯電話会社の通話について、他地域において非常用バッテリーの消

耗により中継不可となり、その影響で町内でも不通になったケースがありました。

携帯事業者では、いよいよ電源が切れるとなった場合には、電源車の出動を準備してい

るということです。しかしながら、北海道全体で電源がダウンした場合に、全ての市町村

へ電源車を出動、これはできない、無理であろうと、そのように思われます。

非常時の通信確保につきましては、全道規模の対策が必要となりますので、今後、関係

機関への要請をしていきたいと、そのように思っております。現状におきましては、町内

の非常時に通信網が不通になった場合の対策としましては、啓発車両による巡回のあり方

を、今後、検討していきたいと、そのように思っています。

また、愛の鐘についてですが、愛の鐘については発信しておりまして、停電時において

も１回の使用時間が短いことから、今回の停電時には、切れることなく作動することでき

ました。バッテリーの持つ時間は、大体２４時間から４８時間程度であると思われるとこ

ろでございます。

○副議長（本田 学君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 本当に３社ある携帯会社のうち１社だけが町内で使えたと、農村

地域においても１社だけは常に使えたと、２社についてはまるっきりだめだと。私もあの

停電時、牛の調子が悪くなって、獣医さんを呼びたくても獣医さんを呼べないと、自分の

携帯電話を持ったまま、ずっと陸別の町まで走ってきたら、佐々木林業のところでよう
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やっと携帯が使える状況です。あとはもう全然使えませんでした。

それで佐々木林業でノーサイに電話しようかなと思ったのですけれども、ここまで来る

のならノーサイへ行くわと、そのまま窓口まで行って、牛が調子悪いから先生診てくださ

いという現状でした。あのときは。

しかしながら１社の携帯電話だけは、常にどの農村地域でも使えたという現状にありま

す。これもまたいろいろなもので、帯広地域においては反対に、その携帯会社はだめだっ

たと。農協では、今、この対応に備えて携帯会社を、３種類の携帯を常に非常用として持

ち歩いて、装備をしておいて、そういう形もとっています。また、携帯によるタブレット

を常に持ち運び、情報の提供だとかそういうことも農協では、今、対応しております。

そこで、今、言ったように本当に緊急時の場合、１１０番通報、１１９番通報、これは

公衆電話からはできますけれども、まるっきりつながらないものに対しては緊急通報でき

ないと。ここら辺も本当に今後、いろいろ国や道とかいろいろな対応が必要ですけれど

も、町長、そこら辺も含めてお願いできますか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） この点につきましては、基本的には、駆けつけ通報による対応し

かないと、そのように考えております。先般の長時間停電による電話回線不通時の消防署

の対応といたしましては、消防車による広報により、住民にその旨の周知を図ったところ

であります。

また、地元医療機関との間では、携帯無線機によりまして連絡体制を構築いたしまし

た。このほか消防署には、消防用無線機及び衛星携帯電話、これは２台配備しておりまし

て、応援要請など消防局との連絡体制は、確保できる状態となっておるところでございま

す。

○副議長（本田 学君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 本当に今の時代、先般もあったように携帯に頼る、今のＡＩとい

うのですか、そういう時代かなと思っています。キャッシュの決済においても全て携帯電

話で、電車でも飛行機でもコンビニでもどこでもそういう形の中で、今回こういうことに

なれば、こういうトラブルが起きるということがはっきりわかってきたので、そこら辺も

含めてやはり緊急通報には、本当にあの停電の中で体調を悪くされる方も多くなると思い

ますし、やはり家畜が病気になるとかそういうこともありますので、どうかそこら辺もま

だまだ未知数の話なのですけれども、どういう形がとれるのかということを町長も今後、

国、道に対して強く求めていってほしいなと思っています。

それでは、三つ目の町内での火災に備えた対応ということで、今回、１１月２０日夜の

８時に私の地域で火災が発生いたしました。本当に署員の皆さん、また明河団長率いる消

防団員の皆さん、また、足寄消防団第２分団の皆さんには、８時間に及ぶ消火活動に御尽

力いただいたことに改めて感謝とお礼を申し上げます。

そこで今回の火災なのですけれども、乾燥ロールに火が入ったと、そして機械等が焼失
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したと、大変長時間に及ぶ消火活動でした。このような本当に特殊な火災といいますか、

特殊な火災及びまた林野火災、本当に人海戦術ではなかなか鎮火に至るまでに時間を要す

るということが見えます。

それと、さらに今月の１２月４日の朝９時に再び出火をしてしまったということで、こ

れは署と大誉地の第２分団とで鎮火に至ったわけなのですけれども、やはりこういう火災

の難しさ、本当に鎮火に至るまでの難しさということを、改めて教訓を得た火災でした。

そこで今回、こういう長時間労働における人海戦術では、団員の皆さん、本当に大変な

思いで消火活動に当たっていただいたと思われるのですけれども、こういうときこそ町

長、建設業界との連携により大型特殊機械の導入ですとか、そういうことも消防費の中に

予算計上して、仮にこういうことが何十年に１回、何百年に１回というような形になって

ほしいのですけれども、やはり起きたときには迅速な対応で素早く消火活動、また素早い

時間内の消火活動により迅速に対応していただきたいと思いますけれども、本当に予算計

上していただいて、こういうのも官民一体となって住民の財産生命を守るという立場で予

算計上、そういうことは町長どうでしょうか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 議員がおっしゃった建設業協会との連携、その大型機械というも

のの連携についてですが、これまた火災現場によりましては、出火原因から事件性のある

ものもあります。消火活動においては、現場の保存などに注意しながらの活動となりまし

て、大型重機の投入には細心の注意を払わなければならないなと、そのように思っており

ます。

また、所有者の責任問題、また借り上げ機器の補償、また、けがなどによる公務災害な

どの補償問題など、現在の段階ではなかなか難しいものであろうと、そのように考えてい

ます。

また、警察の現場調査にも支障を来すことも危惧されますので、そこら辺は慎重に対処

していかなければならないなと、そのように思っているところであります。

○副議長（本田 学君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） 今回８時間に及ぶ消火活動、これは私と佐藤君がショベルを搬入

して中のロールを出したと、それに対して署員の皆さんが一生懸命、水をかけるという作

業が朝の４時ぐらいまで続いたと。しかしながら、やはりこういう重機等の消火活動です

から、中には火が入っていたと、それでさらなる１２月４日に再出火をしてしまったとい

う教訓もございます。

やはりそういう連携というのも私は必要だと思うのですよね。今、町長が言ったように

今回の火災、まだ原因の究明がなされておりません。現在、調査中ということで、まだ警

戒線も張ったままという形になっております。それも後からだんだんわかってきた話なの

だけれども、そういう形だなという、今回の火災だと思われます。

しかしながら、やはりそういう連携というのも私は大事だと思うのですよね。そういう
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ものに少しでも予算計上しておいて、今のこれもないあれですけれども、備えあれば憂い

なしということで、きちっとした形で予算計上しておけば大きな火災のときに対応できる

と。いろいろな問題がありますけれども、やはりそこら辺もいろいろな判断で、きちっと

したそういうことも大事だろうと、今後思われます。これも今回の消火活動を自分でやっ

てみての教訓だと、私も思っております。

また、署員の皆さんにも本当に長時間消火活動に当たっていただいて、次の日は一睡も

しないまま、出火原因の究明に当たっていただいたのがほとんどであります。こういう特

殊火災の場合には、やはり官民一体となって素早く消していただければなという思いでお

ります。

そこで今回の火災、やはり農村地域には水利の整備がまだまだ不十分だと思います。そ

こら辺でもう一度、農村地域における水利の現状の再確認ですとか、今回も足寄消防署か

らタンク車１台の応援がありました。８時間に及ぶ消火活動ということで、陸別町のタン

ク車も来たのですけれども、やはりすぐ使い切ってしまうと。それで私たちの足寄消防第

２分団の応援は、大誉地消防の前にある防火水槽から、途中の陸別消防の消防車に連結を

したと。また第２分団の可搬式で川から水をくんでポンプ車に入れたと、これで朝の４時

過ぎですか、ようやく鎮火したということで、農村における水利の確保、これが冬期間

だったらどうだったかなという思いで私もおります。そこら辺で、再度、現状の確認と

か、この地域には防火水槽、少し足りないのではないかなとか、今後、必要でないかなと

かいう点が見えてくることもあると思います。そこら辺を含めて、町長、どうですか。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） まず、陸別町の消防水利にあっては、防火水槽が４９基です。消

火栓が５３基となっております。消火体制にあっては、消防署、消防団との連携によりま

して、火元直近にはタンク車２台を配置しまして、その水源確保のため水槽車を後方支援

としまして、ポンプ車等により防火水槽、消火栓、河川による自然水利を活用するなど早

期に水利の確保に努め、補水連携体制を構築しておりますが、水利状況の悪い農村地区及

び林野火災などは、その体制を構築するのに時間を要してしまうことが多々あります。

このため、平成１１年度、１２年度の２カ年で中山間整備事業によりまして、防火水槽

を６地区に各１基整備したところでありますが、農村地区における火災及び林野火災に

あっては、河川等による自然水利の確保が最重要と考えておりまして、今後、さらに消防

団及び近隣消防団との連携強化並びに確実な水利の確保と消火体制の整備を図っていきた

いと、そのように考えているところでございます。

○副議長（本田 学君） ３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君） ぜひともやはりそういう形で、私が所属している足寄消防団第２

分団、これは大誉地地域、斗伏から伏古丹まで、それと上中大誉地とトラリ薫別が巡回地

域でございます。私たちも一応は水利の確認ということで、大誉地の町等には水利は十分

にあるわけなのですけれども、やはり農村地域の現状を見ますと、川が近い地域もあれ
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ば、川から遠い地域もあるということで、今回、このような形で火災が起きた場合、非常

に難しい面があるなということも現実でございます。そこら辺も含めて、再度、再確認の

意味でも、もう一度現状の把握をしていただきたいと、また、そういういろいろな連携

で、きちっとした消火活動に当たるということの計画等を立てていただきたいと思ってお

ります。

それで最後になりますけれども、十勝広域連携になってから約１年が過ぎたのですが、

その間、本当に陸別消防と足寄消防の連携もスムーズになってまいりました。今回も素早

く足寄消防団第２分団にも出動態勢の連絡も入りましたし、こういう形で、きちっとした

形で水利のお役にも立てた、また、うちの団員も出て消火活動に当たったということで、

連携もスムーズになりました。それで今回の消火活動にも生かされたと思っております。

大誉地地域の救急搬送も平成２９年度は１３件であります。本年度は、大誉地地域の搬

送は９件と聞いております。本当に足寄町から来るのか、陸別町から行くのか、やはり陸

別町から来たほうが非常に近くて早いと、大誉地の地域の皆さん、本当に迅速な救急搬送

のおかげで、生命、財産を守っていただいているということで、改めて陸別消防の皆さん

には感謝をしているわけでございます。これからも町長、ぜひともですね、広域連携に

なってまいりました。やはり町民の生命、財産を守る上で、きちっとした災害に強いまち

づくり、これを進めていただきたいと同時に、先ほどは停電の話にもなりました。やはり

平成３２年度にバイオマス事業で電力の確保と、ここら辺も含めて、自分の町でつくる電

力は自分の町で使えると、そういう形に皆さん本当に今、やきもきしている段階でござい

ます。

先日も士幌の友達が、士幌町はあれだけの大きな発電をして、１,３００戸の町民の皆

さんの、あのとき回して使えれば町民の電気に使えたのだと、しかしながら、そういう歯

がゆい点もあると。これだけソーラーパネルとバイオマス、現時点で陸別にバイオマスが

１基ございますから、そういう形も含めた中でやっぱり自分の町の電力は自分の町で守る

というような強い意志を持って、今後のバイオマス建設に当たっていただくと同時に、先

ほど言ったように災害に強いまちづくりを進めていただけることを願って、私の一般質問

終わります。

○副議長（本田 学君） 野尻町長。

○町長（野尻秀隆君） 広域消防になりまして、地域間の連携、例えば陸別、足寄だとか

そういった地域間の連携や、あとはその作業の連携、そこら辺も含めていろいろとまだま

だ課題はあると思われますが、よりよい体制にするために一つずつ整理をすることも必要

なのかなと、そのように思っておるところでございます。

○副議長（本田 学君） これで、一般質問を終わります。

────────────────────────────────────

◎日程第３ 意見書案第５号ＪＲ根室線の早期災害復旧と路線維持を求

める意見書
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────────────────────────────────────

○副議長（本田 学君） 日程第３ 意見書案第５号ＪＲ根室線の早期災害復旧と路線維

持を求める意見書についてを議題とします。

事務局長に、意見書の本文を朗読してもらいます。

○事務局長（早坂政志君） 意見書を朗読する前に、訂正をお願いいたします。

本文の上から４行目に、南富良野市という記述がありますが、南富良野町の誤りであり

ますので、「市」を「町」に訂正をお願いいたします。

ＪＲ根室線の早期災害復旧と路線維持を求める意見書。

ＪＲ北海道は、平成２８年１１月「当社単独では維持困難な線区」として１３線区を発

表し、うち根室線（富良野－新得間）を初めとする３線区を「バス等への転換について相

談を開始する線区」とした。

根室線の沿線自治体（滝川市、赤平市、富良野市、南富良野町、新得町、占冠村）で構

成する根室本線対策協議会において、北海道運輸局、北海道、ＪＲ北海道などとともに線

区の経費節減策、利用促進策、住民意識の醸成策について協議してきている。しかし、そ

の一方で、同線区は平成２８年の台風１０号の被害を受け不通となった後も復旧工事がな

されておらず、現在、放置されたままとなっている。

こうした状態は、路線廃止に向けた既成事実化であり、断じて容認できるものではな

い。

根室線は、これまで北海道の幹線として、旅客や貨物の輸送に重要な役割を果たしてき

ているほか、平成２７年に国が認定した東北海道の広域観光周遊ルート上にもある。安定

した農産物の輸送体系を形成する広域物流ルートとして、さらには札幌のほか帯広・富良

野・旭川・北見・釧路などを周遊する広域観光ルートとして、必要不可欠な路線であるこ

とから、根室線の廃止は、沿線住民の生活はもとより、十勝の観光・経済、ひいては北海

道全体にも影響を及ぼすものと考える。

本年３月に北海道が策定した「北海道交通政策総合指針」では、根室線（富良野－新得

間）について、「道北と道東を結ぶ災害時の代替ルートとし、また、観光列車など新たな

観光ルートの可能性といった観点も考慮することが必要」と明記されたところである。

しかしながら、本年６月１７日に開催された、国、道、北海道市長会、北海道町村会、

ＪＲ北海道、ＪＲ貨物による６者会議において、ＪＲ北海道は８線区について国の支援を

求めた一方で、根室線（富良野－新得間）については国に支援を求めず、維持に向け努力

する姿勢が感じられない状況である。

国においては、地域の実情を理解の上、根室線が一刻も早くもとに戻るよう、不通区間

の早期災害復旧、全線維持に向けた適切な指導とＪＲ北海道の経営再建に向けた抜本的な

経営支援、老朽化した鉄道施設の保全・更新への支援について、実効ある取り組みをされ

るよう強く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
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平成３０年１２月。

北海道足寄郡陸別町議会議長、宮川寛。

○副議長（本田 学君） 提出者の多胡議員から趣旨説明を求めます。

３番多胡議員。

○３番（多胡裕司君）〔登壇〕 ただいま事務局長が朗読しました、ＪＲ根室線の早期災

害復旧と路線維持を求める意見書の提出に当たり、趣旨説明を申し上げます。

本案の提出に当たりましては、議会運営委員会において協議を行い、委員全員の賛成を

いただき、議員協議会においてもご説明をさせていただいているところであります。

また、この意見書（案）につきましては、本年１１月２０日に開催されました十勝町村

議会議長会の臨時会におきまして、管内１８町村全てにおいて議決提出に向けて申し合わ

せ内容となっております。

意見書でも述べておりますが、新得－富良野間を運行するＪＲ根室線につきましては、

平成２８年１１月にバス等への転換について相談を開始する線区されていました区間であ

りましたが、ＪＲ北海道の社長が、ことし１１月の道議会後、北海道地方路線問題調査特

別委員会におきまして、バス転換が望ましいとの考えを改めて示したところであります。

しかし、さきの胆振東部地震で被害を受けた地域の復旧方針が示される中、ＪＲ根室線

は平成２８年度の台風１０号の被害により不通となったまま放置されており、路線廃止に

向けた既成事実化であると考えざるを得ない状況にあります。

このような中でＪＲ根室線は、新得－富良野間だけの列車でなく、これまで同様に旅客

のほか、十勝の農産物などの貨物輸送の物流ルートであるとともに、これからは東北海道

の広域観光の周遊ルートとして、道北と道東を結ぶ災害時の代替ルートとしても大変重要

な路線でありますので、国においては地域の実情を理解の上、不通区間の早期災害復旧と

路線維持に向けた適切な指導及びＪＲ北海道の経営支援などを行うよう要望するもので

す。

このことから、本意見書（案）を衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長

官、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣に対し提出しようとするものであります。

以上のとおりでありますので、議員各位の御賛同をお願い申し上げ、趣旨説明といたし

ます。

○副議長（本田 学君） お諮りします。

本意見書案については、質疑、討論を省略し、ただちに採決したいと思います。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（本田 学君） 異議なしと認め、意見書案第５号を採決します。

意見書案第５号ＪＲ根室線の早期災害復旧と路線維持を求める意見書については、原案

のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○副議長（本田 学君） 異議なしと認めます。

したがって、意見書案第５号は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第４ 委員会の閉会中の継続調査について

────────────────────────────────────

○副議長（本田 学君） 日程第４ 委員会の閉会中の継続調査についてを議題としま

す。

議会運営委員会、総務常任委員会及び産業常任委員会の各委員長から、会議規則第７５

条の規定による申し出のとおり、閉会中の継続調査の申し出があります。

お諮りします。

各委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（本田 学君） 異議なしと認めます。

したがって、各委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しま

した。

───────────────────────────────────

◎閉会の議決

───────────────────────────────────

○副議長（本田 学君） お諮りします。

本定例会の会議に付された事件は、全て終了いたしました。

会議規則第７条の規定により、本日で閉会したいと思います。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（本田 学君） 異議なしと認めます。

したがって、本定例会は、本日で閉会することに決定しました。

───────────────────────────────────

◎閉会宣告

───────────────────────────────────

○副議長（本田 学君） 会議を閉じます。

平成３０年陸別町議会１２月定例会を閉会します。

閉会 午後 ３時００分


